
感染症（PT）   

サルモネラ  

出典   

CDC2008年7月8日  

概要   

CDCは関係機関と協力して複数の州で発生したサルモネ  

ラ血清型セントポールのアウトブレイクを調査している。生  
のトマトの摂食が原因と考えられている。2008年4月以降  
2008年7月7日までに、米国の41の州、ワシントンD．C．およ  
びカナダで991名の患者が同じ遺伝子パターンのサルモ  
ネラ血清型セントポールに感染したことが確認された。  

福富‾‾‾…‾‾…  
カリフォルニア州サンディエゴ都の年間梅毒症例数は、最  
低となった2000年の28例から昨年（2007年）は340例まで  
急増した。州の他の大都市の郡と比べて非常に急激な増  
加である。増加率は州全体の2倍以上、全国の3倍以上に  
なる。州から派遣された5名の専門家チームは、梅毒と診  
断された人々と連絡をとって、性的パートナーを探し、検  
査を受けるよう勧めている。  

米国中南部では様な輸血によると考えられるBabesia  
mjcroti感染症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血  
球輸血後、吐き気と発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、死  
亡した。血液塗抹標本で赤血球の5－15％にトロフォゾイ  
ト（栄養体）があった。患者血液検体中でBabesiaは形態  
学的に確認され、PCRでB．micro厄陽性であった。輸血さ  
れた製剤の供血者のうち1名がB．microti陽性であった。  

米匹で全供血者を対象にしたT巾anosomaCruzi検査が  
導入された2007年1月30日以降、最初の10ケ月間、供血  
看の調査を行った。適合供血のうちEUSA法で反復陽性  
（RR）となったのは0．013％（90／651471）で、そのうちRIPA陽  

性は34％（28／82）で、陽性確認率は0．0043％であった。全供  

血のスケノーニングは費用対効果が低く、出生地と初回  
供血看に絞った対策の検討が示唆された。  

SignOnSanDiego．co  
m 2008年3月26日  

バベシア症  American Society 
for Microbiology 
lO8th General  
Meeting 2008年6  

月1－5日、Boston  

アメリカ・トリパ ノソーマ症  2008：95（Suppl．1）ニ  Vox Sanguinjs  39  

原虫感染  リーシュマニア症は生物媒介性疾患で、南∃一口ッパに定  
着しており、毎年700例近く、トルコを含めると3950例のヒ  

トでの感染が報告されている。無症候症例は臨床症例の  
30～100倍とみられ、また飼い犬の血清陽性率は25％と推  
定される。薬剤耐性Leishmaniainfantumがイヌを介して拡  
大するおそれもある。全ヨーロッパレベルでの研究が必要  
である。   

2008：14：1013－  

EmergJnfectDis  10柑  

86／171ページ  



感染症（PT）   

マラリア  

概要   

2007年にマレー半島でフィンランドの旅行者が、通常はサ  
ルにおけるマラリアの原因となる二日熱マラリア原虫に感  
染した。二日熟マラリア原虫はヒトマラリアを引き起こす第  
5のマラリア原虫種として確立された。この疾病は生命を  
脅かす危険があり、臨床医と臨床検査技師は旅行者にお  
いてこの病原体を更に注意すべきである。  

出典  

EmerglnfectDis  

2008：14：1434－  
1436  

ネコノミが媒介するRickettsiafelis感染症のヒト症例は世  
界中で報告されている。症状は発疹熱やデング熱などに  
類似しており、実際よりも少なく推定されている可能性が  
高い。ヒトの健康を脅かす感染症として今後調査が必要  
である。  

リケッチア症  
2008：14：1019－  EmerglnfectDis  1023  

1998－2005年に香港の公立病院に入院したデング確定  
患者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。  
126例中123例（98％）がデング熱、3例（2ウi）がデング出血熱  
であった。l例が輸血により感染したデング熱であった。  
116例が輸入症例、10例が地域症例であった。デングウイ  
ルス1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順であった。死  
亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示  
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める  
べきである。  

文献および未発表データから、ラテンアメリカやカリブ海  
地域のウエストナイルウイルス（叫NV）感染の現状をまとめ  
た。WNV感染は2001年にCayman諸島とFlorldaKeysの住  
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキシコなど周  
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか  
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での  
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分離  
株が必要である。   

2008年7月7日、トルコのBursa、CanakkaleおよぴSamsun  
の病院でダニ媒介性疾患であるケノミア・コンゴ出血熱に  
よリ3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となった。  
保健省はダニに注意するよう呼びかけ、唆まれた場合は  
決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り  
除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨している。   

デング熱  HongKongMedJ  
2008：14：170－17了  

ウエストナイル ウイルス  
RevPanam Sa山d  

Publica2006，19 

112－117  

コンゴ・クリミア  

出血熱  

ProM【D－  

mal120080709．2092  
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感染症（PT）   

／りレポウィル  

ス  

出典  

Transfusion2008：  
48：1036－1037  

概要   

大阪における1997－1999年の献血者979052名中102名が  

ヒトパルボウイルス819感染者であった。β19感染者のう  
ち20名の引9DNA、IgGおよぴIgMを長期間フォローアップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、819感染の症  
状を報告した者はいなかった。B19急性感染後の血策ウ  
イルスカ価は約1年で101∪／m」未満、約2年で103IU／mL  
未満まで下がることが示された。  

‾‾  
天石二芋ジだお洋右声ここ蒜盲ち才正文石亭葡盲好天葡  
榛アウトブレイクにより、2007年のV5sterbotten地方の流  
行性腎症患者の数は100，000人当り313人に至った。薔歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。  

ハンタウイルス  Emerg lnfect Dis 
2008：14：808－810  

ウイルス感染  オーストラリアBrlSbaneの動物病院のスタッフが致死性の  
ヘンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感  
染したウマ教頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ  
クは柑94年で調教師1名とウマ14頭が死亡した。同ウイル  
スがヒトーヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危 はい 
険性な。  

ProMED－  

mai120080了20．2201  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

国立プリオン病病因調査センターの患者11名（平均発症  
年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染  
色パターンおよぴマイクロプラークの存在が、既知のプリ  
オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー  
ゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテ  
アーゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プ  
リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも  
さらに多い可能性がある。  

AnnNeuro12008；  

63：697－708  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日  

CJDサーベイランス委員会による調査では1999年4月か  
ら2008年2月までの9年間に日本国内で1069例がプリオン  
病と判定された。うち孤発性CJDが821例（76．8％）、遺伝性  

プリオン病が171例（16．0％）、硬膜移植後CJD74例（6．9％）、  

変異型CJDl例（0．川）、分類不能2例（0．2％）であった。日本  

のプリオン病剖検率は欧米諸国より著明に低かった。孤  
発性CJDの病型は欧米に比べMM2型が多かったが、非  
典型例が多く剖検されている可能性が考えられた。   
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

概要   

野生型マウスおよびヒトPrPを発現しているトランスジェ  

ニックマウスに、輸血関連vcJD感染第1号症例由来の脳  
材料を接種し、輸血によるとトヒト聞の2次恕染後の  
vcJD病原体の性質について調べた。その結果、潜伏期  
間、臨床症状、神経病理学的特徴およぴPrP型につい  
て、VCJD（輸血）接種群はvcJD（BSE）操種群と類似してい  
た。VCJD病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な  
変化が起こらないことが明らかとなった。   

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膀胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
腎用引こおける疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
2008：14・1406－  ［mergInfectDis  1412  

異型クロイツ  

フェルト・ヤコ  

ブ病  

ヒツジを用いた感染実験において、BSEは36％、スクレイ  
ピーは43％と予想以上に高い輸血伝播率を示した。高い  
伝播率および臨床的に陽性のレシピエントにおける比較  
的短期間の一定した潜伏期間は、血中の感染性力価が  
高いことおよびTSEが輸血により効率的に伝持することを  
示唆する。血液製剤によるヒトでのvCJD伝播を研究する  
ために、ヒツジが有用なモデルであることが示された。  

ウイルス除去膜濾過工程を含んでいる製剤（血液凝固第  
∨Ⅲ園子製剤ニフラノバ20N濾過、抗HBs人免疫グロブリン  
製剤ニプラノ／く35N濾過）について、263K株感染ハムス  

ターより得たSUS処理PrPScを用いて、その除去効果を検  
証した。その結果、SUS処理PrPScは濾過膜の孔径よりも  
小さいにもかからわず、プラノ／く35Nやプラノバ20Nで除去  

された。PrPScが凝集したり、膜へ吸着したためと考えら  
れる。  

on＝ne2008年7月22  BIood，Prepub‖shed  日  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  
11  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  

18  

スクレイピー263K感染ハムスター脳乳剤を脳内接種した  

ハムスターにおける血中PrPres緯時的変化を追跡したと  
ころ、PK抵抗性3F4反応性蛋白／くンドは、慾染後4－6週  
で認められ、10週ではほぼ消失した。発症末期では血中  
PrPresと見られる蛋白バンドは認められなかった。PrPres  
をマーカーとした血液検査は感染後発症前～発症中期ま  
でに限定される可能性が示唆された。   

89／171ページ  



■  ’   
▲l「  

出典  

A8C Newsletter  
2008：No．262008年  

7月4日  

概要   

米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性  
（MSM）の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5  
年間に変更することを支持するという声明を採択した。  
AMAはこの新方針をFDAに通告し、この方針を推し進め  
るグループと協力していく。FDAは1977年以降、MSMの供  
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、  
アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。  

米国におけるパンデミックインフルエンザの血液供給に対  
する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血iが  
50％減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の  
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に  
制限した場合は在庫がなくなることはなかった。  

2008：95（Suppl．1）：  

Vox Sang山nis  40  

インフルエンザ  
‾  

奉書ラフC両種重石手道営あ了萎葡葎才シラ正三ジ亨が意藩  
に拡大しており、南アフリカでは今年の冬（2008～2009  
年）のインフル工ンザに効果がないおそれがある。WHOの  
データによると同国でHINl株に感染した107名に関する  
検査の結果、全員がタミフルに耐性の突然変異株を保有  
していた。2008年4月1日から8月20日に南半球の12カ国  
のHINlインフルエンザ感染患者由来検体788例中242例  
（31％）がタミフル耐性に関係があるH274Y突然変異を有し  
ていた。  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

衰不惑集塵音素高石テ；満了ご二講話享璽福首ほ竜笛手首  
CのHBVを含む急性期前の接種株をテン／くンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染王（CID50）は各々  

約10コピーと推定された。最低感染量を接種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またH8VDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。   

ProM【D－  

mai120080825．2648  

ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008：4二elOOOO47  

B型肝炎  Transfusion2008：  

48：286－294  
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概要   

FDAはB型肝炎コア抗原に対する抗体（抗日Bc抗体）が陽  
性となったために供血延期となった供血者のリエント  
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ  
れまで、抗HBc抗体が2回以上陽性となった供血者は無  
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目  
に陽性となった後、8週間以上経ってからHBs抗原、抗  
HBc抗休および高感度HBVNATによってHBV感染が否  
定された場合は供血可能となる。   

2000年1月から2004年12月に日本で新たに8型肝炎表面  
抗原陽性となった患者を調査したところ、552名中23名  
（4％）がHBV再活性化で、529名が急性B型肝炎であった。  
再活性化群は急性B型肝炎群に比べ、年齢およびHBV  
DNA値が有意に高く、ALTおよびアルブミンピーク値は低  
かった。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全と  
なり、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有  
意に高かった。  

出典   

FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  

ダンス（案）  

感染症（PT）   

B型肝炎  

B型肝炎  CllnlnfectDis  

2008．47：e52一－56  

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血  

関連感染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
HBVが61例、HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  
原休を確認した症例は、H8Vの12例とHCVの1例であっ  
た。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。  

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  

P－033  

B型肝炎C型  
肝炎  

フランスの大学病院の血液透析ユニットでのHCV伝播リ  

スクにおける環境汚染および標準的注意の非遵守の役  
割を評価した。試験期間中にHCV陽性となった2名のうち  
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル  
ス株に慈染していることが系統遺伝学的解析により明ら  
かとなった。環境表面検体740例中82例がヘモグロビンを  
含み、その内6例がHCVRNAを含んでいた。手の衛生に  
関する遵守率は37？。、患者ケアの直後に手袋をはずして  
いたのは338もであった。  

ニューヨーク市のEastHarIemのクリニックから柑歳以上で  

血中HCVPCR陽性の吸引用麻薬常習者38名のA汁検  
体および吸引に使用したストローを入手し、血液および  
HCVRNAの存在の有無を調べた。1汁検休28例（74？も）、  
ストロー3例（肌）から血液が検出され、1汁検体5例  
（13％）、ストロー2例（5％）でHCVRNAが検出された。HCVウ  
イルスの井腔内伝播のウイルス学的妥当性が示された。   

C型肝炎  Clin！nfect Dis  

2008，47：627－633  

C型肝炎  Clln lnfect Dis 

2008二47．931－934  
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概要   

北海道地区において現行プールNATスクリーニングの残  
量を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。陽性献血者85例について追跡調査および  
遡及調査などを行なった。陽性献血者の多くは動物内臓  
肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、  
GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の経過を  
たどった。   

スペインでブタに曝露しているヒト101名と曝露していない  

t：ト97名におけるHEV感染の有kを調べた。抗HEVlgG保  
有率は曝露群では188％、非曝露群では4．1％であった。ブ  

タに持するヒトの抗日EVlgG保有リスクは5．4倍（P＝0．03）で  

あった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき  
である。  

感染症（PT）   

E型肝炎  

出典   

‾‾  
軒古画繭葡薗ニ  
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
0－026  

E型肝炎  AmJTropMed  
Hyg2008：78：  
1012→1015  

2∞8年3月下旬、中国An仙省Fuyang市で未就学児3名が  
重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15  
名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、工ンテ  
ロウイルス7＝こよる手足口病と確定された。同市では、3  

月1日から5月9日の間に、6．049例報告され、353例が重  
篤で、22例が死亡した（致死率0．4％）。患者数は、4月の初  

めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月5日以後  
減少した。   

米国の国立プリオン病病因調査センターに2002年5月か  
ら2006年1月に紹介された患者11名（平均発症年齢62歳）  
を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色パターン  
およぴマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは  
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性  
PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ感  
受性プI）オン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プリオン病  

の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多  
い可能性がある。  

米国テキサス南東部の健康な成人ドナー100名の血液中  
のヒトヘルペスウイルス（HHV）腸性率とウイルスDNA皇を  
RT－PCRにより調べた。その結果、HSV－1、HSV－2、VZV  
及びHHV－8DNAはどの検体からも検出されなかった。一  
方、EBVは72％、HHV－7は65％、HHV－6は30％、CMVはl％に  
検出された。また、1名の血液から6．1×1が7geq／mIを超え  
るHHV－6TypeBが検出されたが、健常者における異常  
な高値は活動性感染や免疫不全とは関連が無いと思わ  
れる。   

手足口病  WHO RepresetatlVe  
Office In China 
2008年5月19日  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Ann Neuro12008：  

63：697－708  

ウイルス感染  Transfusion2008：  
48：1180－1187  
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／iルポウィル  

感染症（PT）   ス  

出典   

FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

概要   

血莱由来製品によるパルボウイルスB19伝播リスクを低  
減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  
案が示された。全ての血策由来製剤について、製造プー  
ル中のパルボウイルスB19DNAのウイルス負荷を確実に  
10000ル／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの  
慾度は少なくとも1000000IU／mlとするべきである。これら  
の基準を超えるものは使用してはならない。   

高力価の培養デングウイルス セロタイプ2をアルブミンお  
よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  

およびウイルスろ過）前の検体に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50  
アツセイおよびRT－PCRで測定した。その結果、全てのエ  
程が不活化・除去に有効であることが示された。  

2005年9月20日～12月4日のプ工ルトルコの米国赤十字  
におけるすべての供血16521検休中のデングウイルス  
（DENV）RNAをTMA（transcrlPtion－medlatedamplification）  
法で測定したところ、12検体（0．07q♭）がTMA陽性であった。  

4検体は、RT¶PCR（DENVセロタイプ2および3）陽性であっ  
た。Rl㌧PCR陽性4検体中3検体でウイルスを培養するこ  
とができた。TMA陽性12検休中1検休がIgM陽性であっ  
た。1：16に希釈した場合は5検体のみTMA陽性であった。   

2005年から2007年に、テクングニヤウィルス（CHIKV）はレ  
ユニオン島で大流行し、供血は2006年l月に中断された。  
大流行中のウイルス血症血供血の平均リスクは、10万供  
血あたり132と推定された。2006年2月の最流行時におけ  
るリスクは、10万供血あたリ1500と最高であった。この期  
間中、757000人の住民のうち推定312500人が感染した。  
2006年1月から5月の平均推定リスク（0．7射は、CHIKV  
NAT検査による血小板供血のリスク（04％）と同じオーダー  
であった。  

2005年の中国の4都市（Be小ng、Urmuchi、Kunmingおよび  
Guangzhou）における供血検体のHEV感染率を調べた。そ  
の結果、ルーチン検査（抗HCV、杭州∨レ′2、HβsAg、梅毒  
およぴALT）陰性供血者の約l．／0は抗HEVlgMまたはHEV  
Ag陽性で、HEV感染の可能性があった。また、AしTスク  
リーニングは中国のHEV感染血排除に役立つ可能性が  
あった。   

デング熱  
Transfusion2008こ 48二1342－1347  

デング熱  Transfusion2008：  

48，1348－1354  

テクングニヤウ イルス感染  
Transfusion2008：  

48．1333－1341  

E型肝炎  Vox Sanguinis  
2008二95（Suppl．け  

282－283  
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感染症（PT）   

‾‾…‾‾‾  
髄芙宥  

出典  

ProMED－  

mai120080826．2660  

概要   

1990年から2007年の中国における狂犬病発生傾向を調  
べた研究によると、最近8年間でヒト狂犬病症例数が急激  
に増加したことが明らかとなった。ヒト狂犬病は1990年か  
ら1996年の間は全国的な狂犬病ワクチン接種プログラム  
により抑制され、わずか159症例が報告されただけである  
が、2006年は3279症例と激増した。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膀胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
腎鰍こおける疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。  

Blood誌のprepublishedonIineに掲載されたヒツジにおけ  
る研究によると、輸血による8SE伝播のリスクは驚くほど  
高い。エジンバラ大学で行われた9年間の研究は、8S［ま  
たはスクレイピーに怒染したヒツジからの輸血による疾病  
伝播率を比較した。その結果、BSEおよびスクレイピーと  
も輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する  
前のドナ→から採取された血液によっても伝播することが  
示された。   

マウスPrPScと混合させることによって折り畳み異常が起  
こったハムスターPrPCは、野生型ハムスターに対して感  
染性を起こす新規なプリオンを生成した。同様の結果は、  
反対方向でも得られた。PMCA増幅を繰り返すとinvitro産  
生プリオンの順応が起こる。このプロセスは、invivoでの  
連続総代に観察される株の安定化を暗示させる。種の壁  
と株の生成がPrP折り畳み異常の伝播によって決定され  
ることが示唆される。   

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffold  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ  
ルスが検出された。   

2008：14：1406一  

EmergIn托ctDis  1412  

American Society 
of  
Hematology／Press  
Releases2008年8  

月28日  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

Cel12008：134：  

757－768  

ウイルス感染  Proc Natl Acad Sci 
USA2008：105：  

14124－14129  
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概要   

非定型BSE（BASE）に感染した無症候のイダ）アの乳牛の  

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

脳ホモジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE梓  
種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvCJD接種  
サルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン  
を示した。感染牛と同じ国の孤発性CJD患者でPrPが異  
常なウエスタンプロットを示す4例のうち3例のPrPresに同  
じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長矧こおける高い  
病原性および見かけ上孤発性CJDである症例との関連  
の可能性が示唆された。  
南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナ  

ウイルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよぴ  
CDCで行われた検査の結果明らかとなった。詳細な分析  
が継続されている。一方、南アフリカでは患者と密接に接  
触した看護師が感染し、入院中である。  

ウイルス感染  WHO／EPR  
lO月13日  

80763に同じ  
亨定日嵩‾‾‾‾‾‾  

WHO RepresetatlVe  
O惰cein China  

2008年5月19日  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

ウイルス感染  

Ann Neuro12008：  

63：697－708  

Transfusion2008：  
48：1180－1187  

FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  

ダンス（案）  

80763に同じ  パルボウイル  

ス  

デング熱  Transfusion2008，  

48：13421347  

Transfusion2008，  

48二13朋ト1354  

Transfusion2008，  

48：1333－1341  

80763に同じ  デング熱  

80763に同じ   テクングニヤウ  
イルス感染  

E型肝炎  Vox Sangutnis  
2008：95（Suppl．1）：  

282283  
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概要  

80763に同じ  
‾‾‾‾…‾  

感染症（PT）  髄天宥  

出典  

ProMED－  
mai120080826．2660  

EmerglnfectDis  
2008：14：1406－  

1412  

Amerjcan Society  
of  
Hematology／Press  
Releases2008年8  

月28日   

Cet12008：134：  
757－768  

80763に同じ  

異型クロイツ フェルト・ヤコ ブ病   

異型クロイツ フェルトヤコ  
ブ病  

80763に同じ  

80763に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

80763に同じ  Proc Natl Acad Sci 
USA2008：105：  

14124－14129  

PLoS ONE2008：3：  

e3017  

WHO／EPR2008年  

10月13日  

80763に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病   

ウイルス感染  80763に同じ  

ATCCから  

入手した  
CHOセルラ  
インをマスタ  

チャイニー。  

ハムスター  

卵巣細胞  

チャイニース  
ハムスター卵  

巣細胞株  

ウシ由来成 分  
（頭蓋骨、脊  

髄及び脊柱  
骨を除く）、胆  

汁、結合組織  
及び皮膚  

2008年10月初旬に南アフリカでアレナウイルスによる感  

染のアウトブレイクが同定された。9月12日から10月24日  
までに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院  
中である。死亡した4例では発病から死亡まで9～12日間  
であった。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ  
イルスが原因であることが明らかとなった。現在のところ  
新たな疑い症例はない。   

ウイルス感染  ProMEロー  
maiほ0081028．3409  
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概要  

80767に同じ  

感染症（PT）   

ウイルス啓染  

出典  

ProMED－  
mai1200810283409  

C8nadねn Food  

lnspection Agency 
2008年11月6日  

原産国   

フィンラン  
ド、スウェー  
デン   

米国  

含有区分  

∈下面斎‾‾‾‾‾‾  

2008年6月2日に短期間の疾病後に処分されたB而sh  
CoIumbiaの乳牛は、カナダで13頭目のBSE牛であること  
が確認された。どの部位もヒト食料または飼料システムに  
入っていない。該当牛は2003年4月22日生まれで、死亡  
時61月齢であった。生まれてから一生同じ農場で過ごし  
た。一緒に飼育されていた207頭について飼料コホートが  
実施された。本症例検出により、カナダBSEリスクパラメー  
ターは変更されない。   

2008年8月15日、CFZAは、Albertaの6歳の肉牛がBSEであ  
ることを確認した。どの部位もヒト食料または飼料システ  
ムに入っていない。国際ガイドラインに基づいた疫学的調  
査を実施中である。  

‾  
東面ラ亨六亨∂福富巨葡窟弓ジモうちヲ了jオジ富白頭子吉子  

（Prnp）におけるE211Kと呼ばれる新規の遺伝子変異を同  
定した。この変異は遺伝性CJDのヒトにおいて見られる  
E200K病因性変異と同一であり、ウシPrnp遺伝子内で潜  
在的病原性変異を有するBSE確定ウシの最初の報告で  
ある。最近の疫学的試毒針こよるとK211アレルは6062頸の  
ウシで全く検出されず、E211K変異は極めて頻度が低い  
（2000例中1例未満）。  

80769にl司じ  

BSE  

Canadlan Food  
lnspection Agency 
2008年8月15日  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

PLoS Pathogens 
2008．4 elOOO156  

BSE  

オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  
Canadian Food  

Jnspectron Agency  

2008年11月6日  

BSE  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年8月15日   

PLoS Pathogens 
2008：4．elOOO156  

Canadlan FocJd 
lnspectJOn Agency  
2008年11月6日  

80769に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

BSE  80769に同じ  

加水分解カ ゼイン  
オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド   

ゲムツズマフオゾガマイシン（遺伝子組  

換え）  

BSE  

C8nadian Food  

Tnspection Agency  

2008年8月15日   

PLoS Pathogens 

2008：4：elOOO156  
80769に同じ   異型クロイツ  

フェルトヤコ  

ブ病  
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概要  

80769に同じ  

出典  

Canadian Food  
Inspect」OnAgenGy  

2008年11月6日   

Canadian Food  
Inspection Agency 
2008年8月15日   

PLoS Pathogens 
2008；4：elOOO156  

ニュージー ランド、米国  

80769に同じ  
BSE  

80769に同じ  異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

BSE  80769に同じ  ウシ血清ア  
ルブミン  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年11月6日   

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年8月15日   

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOO156  

80769に同じ  
BSE  

80769に同じ   異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  
不明  

マスターセ  

ルバンクに  
使用した動  
物の細胞株  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

トリプシン  テラーj方套斎  

匡、カナダ  

煎1j方否東  

国、カナダ  

トリプシン  
ダルベポエテン アルファ（遺伝子組換 え）  

乳糖  
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概要   

平成17－19年度に園内医療機関より検査依頼のあったヒ  

ト刺唆マダニについて病原休検索を行った。その結果、52  
症例54個体中3例で寄生マダニよリボレリアDNAが検出さ  
れた。Borreliavalaisiana近縁種による世界で初めてのラ  
イム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症  
SoutherntlCk－aSSOCiatedrashilJnessが国内のキチマダ  
ニによって媒介される可能性を初めて示した。  

平成18年5－9月にパプアニューギニア、インドネシア、タイ  

に滞在していた29歳女性が帰国2ケ月後に39Dcの発熱と  
著明な血小板減少を呈し、血液塗抹標本鏡検で三日熟マ  
ラリア原虫と四日熱マラリア原虫が認められ、治療され  
た。後日、血液塗抹標本から抽出したDNAをPCR検査し  
たところ、三日熟マラリアとサルマラリアの重複感染と診  
断された。サルマラリア感染は園内では検索した範囲で  
は報告がない。  

感染症（PT）   

細菌感染  

出典   

第82回 日本感染  

症学会総会 2008  
年4月17一柑日 099  

第82回 日本感染  

症学会総会 2008  
年4月17－18日 431  

マラリア  

中国におけるエンテロウイルス：2008年4月29日現在、中  

国で乳幼児におけるエンテロウイルス（EV－7川こよる手足  

口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。死亡20  
例はAnhuI省Fuyang市である。死亡例は全てEV－71感染  
による神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡  
した。全症例の死亡率は3月10・一31日は11％であったが、4  
月17－29日には02捌こ減少した。  

WHO／EPR2008年5 月1日  

害意石高‾‾‾‾‾‾  

肺炎患者の喀痍と患者が入浴した温泉水からLegionella  

rub摘ucensを分離した。患者喀疾と温泉水から分離され  
たLrubrilucensについてPFGEによるDNA切断パターンを  

調べたところ、同一パターンであった。レジオネラ症患者  
からの菌分離はし．pneumop仙aが主であり、当該菌のと卜  
からの分離例は国内外で初めてである。  

lASR2008：29－ 194－195  

細菌感染  

ヒツジを用いた感染実験において、BSEは36ワも、スクレイ  

ピーは43？止予想以上に高い輸血伝播率を示した。高い  
伝播率および臨床的に陽性のレシピエントにおける比較  
的短期間の一定した潜伏期間は、血中の感染性力価が  
高いことおよぴTSEが輸血により効率的に伝播することを  
示唆する。血液製剤によるヒトでのvCJD伝播を研究する  
ために、ヒツジが有用なモデルであることが示された。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

BJood，PrepubIfShed  
online2008年7月22  

日  
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感染症（PT）   

ウイルス感染  

概要   

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffold  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ  
ルスが検出された。  

健常者（63歳男性）の爪真菌症からArthrographiskah・ae  
を分離・同定した。土壌や堆肥との接触を介しての感染が  
疑われた。イトラコナゾールの内服とミコナゾールの外用  
で治療を開始したが、心臓頻抽出現のため、外用と削爪  
のみで経過をみたところ、約6ケ月で略治した。日本での  

分離は本症例が初めてである。  

出典  

Proc Natt Acad Sci  

USA2008：105：  
14124－14129  

感賞‾‾‖‾‾…‾‾  
日本医真菌学会雑  
誌 2008：49：92  

第52回 日本医真  
菌学会総会 2008  
年9月10－11日  

南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナ  
ウイルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよぴ  
CDCで行われた検査の結果明らかとなった。詳細な分析  
が継続されている。一方、南アフリカでは患者と密接に接  
触した看護師が感染し、入院中である。  

ウイルス感染  
WHO／EPR2008年  

10月13日  

コスタリカにおいて、レプトスピラ症の入院患者から分離さ  
れたレプトスピラは、Jav抑ica血清群型に分類される新し  
い血清型で、Arenalと命名された。同じ地区の重症患者  
から分離された株も同じ血清型であったことから、この株  
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型である  
と考えられた。  

レプトスピラ症  
lnfect Genet Evol 

2008；8：529－533  

て〕ず；手テ壷‾…  オランダ・ブラ／くント州の公衆衛生局が行った調査でQ熟  

の症例報告数が急激lこ増加し、2008年7月21日付けで  
491症例が報告されている。感染症管理センター長による  
と、実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると  
思われる。2007年までは0熱はオランダではほとんど存  
在しなかった。   

ProM【D－  

mait20080728．2306  

100／171ページ  



概要   

インド東部のサンタルプラデシ州で小児を死亡させている  
原凶不明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより  
急性脳炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数  
週間におよそ800人の患者が発生し150人が死亡したと報  
告され、その数は増加すると見られている。血液検査で  
日本脳炎陽性となった患者は5％以下であった。日本脳炎  
とエンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査  
中である。   

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はThellerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saf†old  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た7引例の糞便検体中6検体からカルディオウイ  
ルスが検出された。  

2008年10月初旬に南アフリカでアレナウイルスによる感  
染のアウトブレイクが同定された。9月12日から10月24日  
までに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院  
中である。死亡した4例では発病から死亡まで9～12日間  
であった。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ  
イルスが原因であることが明らかとなった。現在のところ  
新たな疑い症例はない。  

感染症（PT）   

ウイルス性脳  
炎  

出典  

ProMED－  
mai120080828 2697 

ウイルス感染  Proc Natl Acad Sci 
USA2008：105：  

14124－14129  

ウイルス感染  
ProMED－  

maiほ0081028．3409  

米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年10月12～21日に手  
術後の輸血を受け、敗血症および多臓器不全をきたした  
後、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、  
11月3～5日の血液検体からPCR及び抗休検査でアナプ  
ラズマ症慾染が確認された。血液ドナーの1人にA  
phagocytophilum陽性がPCR及びIFA検査で確認され、血  
液ドナーに感染源が確認された初の事例となった。  

オランダ・ブラバント州の公衆衛生局が行った調査でQ熱  
の症例報告数が急激に増加し、2008年7月21日付けで  
491症例が報告されている。感染症管理センター長による  
と、実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると  
思われる。2007年までは0熱はオランダではほとんど存  
在しなかった。   

細菌慾染  
CDC／MMWR2008こ 57：1145－1148  

リケッチア症  ProMED－  
mai120080728．2306  
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ウイルス性脳  
感染症（PT）   炎  

出典  

ProMED－  
mai120080828．2697  

概要   

インド東部のウッタルプラデシ州で小児を死亡させている  
原因不明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより  
急性脳炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数  
週間におよそ800人の患者が発生し150人が死亡したと報  
告され、その数は増加すると見られている。血液検査で  
日本脳炎陽性となった患者は5％以下であった。日本脳炎  
とエンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査  
中である。  

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffold  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検休からカルディオウイ  
ルスが検出された。  

ウイルス感染  Proc Natl Acad Sci 
USA2008：105：  

14124－14129  

ウイルス感染  2008年10月初旬に南アフリカでアレナウイルスによる感  
染のアウトブレイクが同定された。9月12日から10月24日  
までに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院  
中である。死亡した4例では発病から死亡まで9～12日間  
であった。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ  
イルスが原因であることが明らかとなった。現在のところ  
新たな疑い症例はない。  

ProMED－  

mai120081028，3409  

細菌感染  米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年10月12～21日に手  

術後の輸血を受け、敗血症および多臓器不全をきたした  
後、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、  
11月3～5日の血液検体からPCR及び抗休検査でアナプ  

ラズマ症感染が確認された。血液ドナーの1人にA．  

CDC／MMWR2008こ  

57：1145－1148  

phagocytophilum陽性がPCR及びIFA検査で確認され、血  
液ドナーに感染源が確認された初の事例となった。  

80781に同じ  lnfectGenetEvoI  

2008：8：529－533  

ProMED－  

maiほ0080728、2306  

ProMED－  

mai120080828．2697  

Proc Natl Acad Sci 

USA2008：105こ  

14124－14129  

リケッチア症  80781に同じ  

ウイルス性脳  
炎  

ウイルス感染  

80781に同じ  

80781に同じ   
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感染症（PT）   

ウイルス啓染  ProMED－  
mai120081028．3409  

CDC／MMl〃R200臥  
57：1145－1148  

Transfusion2008：  
48・1520－1521  

細菌感染  

細菌感染  
一  

青葡頁落成雇薩示王東面東嶺夢症石ラ音義官許が㌻瓦析 板輸血と続いて赤血球l単位の輸血を受けた。40分後 に39 
．6Dcの発熱、硬直、背部痛、低血圧および低酸素症  
を呈し、輸血は中止された。患者は抗菌剤による治療で  
回復した。患者の血液および赤血球／くッグの残存物から  
Streptococcuspneumoniae血清型4が検出された。赤血  
球輸血によるSpneurnoniae啓染の初めての症例である。  

減量法として両耳の上部耳介軟骨に置き鍼治療  
（Stap＝ng）を受けた16歳の女性が、2週間後に左耳の鍼  
周囲の紅斑および圧痛を呈した。膿瘍ドレナージ検休の  
培養および感受性試演の結果、両耳で著しい緑膿菌の  
生育が認められた。21日間の経口シプロフロキサシン投  
与により回復した。外耳軟骨は、血流に乏しく特に感染し  
やすい。耳鍼が危険な緑膿菌感染を起こす可能性がある  
ことを医師は認識するべきである。  

細菌感染  AmJJnfectContro1  

2008こ36：602  

化学的または光化学的遺伝子修鰍こ基づいた血液製剤  
中の病原体不活化（PI）は広範囲のスペクトルの予防的ア  
プローチである。溶媒界面活性剤（SD）およびメテレンブ  
ルー法は欧州の多くの国で使われている。アモトサレン  
（Intercept）、リボフラビンを用いた新しい方法が導入され  

ている。リボフラビン、∪∨および可視光線を用いる血小板  
（PC）、血祭および赤血球のためのPI法が開発中である。  

感染  Vox Sang川nis  

2008：95（Supplり．  

2A－SOl－02  

アモトサレンと紫外線A波で光化学処理した血小板  
（PCT－PLT）の輸血に関連する有害事象を調べるために  
能動的血液安全監視プログラムを実施した。患者1400名  
に7437件のPCT－PLTが輸血され、その内、68件が有害  
事象と関連付けられた。PCTLPLT輸血に関連した急性輸  
血反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であった。   

感染  Vox Sanguinis  
2008：94．315－323  
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感染症（PT）   

ブルセラ症  

出典  

C“nInfectDis  

2008：46：e13卜136  

概要   

一‾  
慧髄ブル革亨症恵著5至高方面議諸所お扁㌫忘盲再真  

の存在をRTPCR法により調べた。その結果、治療終了時  
では87％、治療完了後6ケ月では77％、治療後2年を過ぎて  
も70％の患者で、無症候性であるにもかかわらず、  
Brucel霊aDNAが検出された。適切な治療を行い、回復し  

たように見えても、BrucellaDNAは存続する。ブルセラ菌  

は除去不可能な持続性の病原体である。  

サルモネラ  
CDC2008年7月8日  CDCは関係機関と協力して複数の州で発生したサルモネ  

ラ血清型セントポールのアウトブレイクを調査している。生  
のトマトの摂食が原因と考えられている。2008年4月以降  
2008年7月7日までに、米国の41の州、ワシントンD．C．およ  
びカナダで991名の患者が同じ遺伝子パターンのサルモ  
ネラ血清型セントポールに感染したことが確認された。  

バベシア症  
‾‾‾‾‾  

東面亭南葡ぞほ葡な葡瓦だま右左考えち高石盲；㍍；㌫  

microti感染症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血  
球輸血後、吐き気と発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、死  
亡した。血液塗抹棟木で赤血球の5－15％にトロフォゾイ  
ト（栄♯体）があった。患者血液検体中でBabesiaは形態  
学的に確認され、PCRでB．microt】陽性であった。輸血さ  
れた製剤の供血者のうち1名がB．microtj陽性であった。  

American Society 
for Microbiology 
lO8th General  
Meeting2008年6  

月1－5日、Boston  

アメリカ・トリパ ノソーマ症 ■  
米国で全供血者を対象にした丁鴎anosomaCnjZi検査が  
導入された2007年1月30日以降、最初の10ケ月間、供血  
看の調査を行った。適合供血のうちEUSA法で反復陽性  
（RR）となったのは0．013％（90／651471）で、そのうちRIPA陽  

性は34％（28／82）で、陽性確認率は0．0043％であった。全供  

血のスクリーニングは費用対効果が低く、出生地と初回  
供血者に絞った対策の検討が示唆された。  

2008：95（Suppl．り：  Vox Sanguinis  39  

アメリカ・トリパ ノソーマ症  
スペイン、カタルーニヤ血液銀行は、高リスク供血看にお  
けるシヤーガス病スケノーニング計画を実行し、供血看集  
団でTrypanosornacruzi（T．cruzi）感染の血清学的陽性率  
を調査した。その結果、全体の陽性率は0．62％（1770名中  
11名）で、最も陽性率が高かったのはボリビア人であった  
（10．2％）。陽性者‖名中l名は、シヤーガス病流行地域に  

数年間滞在したことのあるスペイン人であった。非流行国  
の高リスク供血看にTcruziスクリーニング検査を実施す  
る必要性がある。   

Transfusion2008：  

48：1862－1868  
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概要   

■－－－－一一－一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－一一一一－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－‾■■‾‾‾ リーシュマニア症は生物媒介性疾患で、南ヨーロッパに定  

着しており、毎年700例近〈、トルコを含めると3950例のヒ  
トでの賠染が報告されている。無症候症例は臨床症例の  
30～川0倍とみられ、また飼い犬の血清陽性率は25％と推  
定される。薬剤耐性Leishmaniainfantumがイヌを介して拡  
大するおそれもある。全ヨ一口ツ／ルベルでの研究が必要  
である。  

出典  

EmerglnfectDis  
2008：14：1013－  

1018  

啓染症（PT）   

原虫感染  

2007年にマレー半島でフィンランドの旅行者が、通常はサ  
ルにおけるマラリアの原因となる二日熱マラリア原虫に懸  
染した。二日熟マラリア原虫はヒトマラリアを引き起こす第  
5のマラリア原虫種として確立された。この疾病は生命を  
脅かす危険があり、臨床医と臨床検査技師は旅行者にお  
いてこの病原体を更に注意すべきである。  

マラリア  
2008．14．1434  EmergInfectDIS  1436  

ネコノミが媒介するRICkettsiafeIis啓染症のt：ト症例は世  

界中で報告されている。症状は発疹熱やデング熱などに  
類似しており、実際よりも少なく推定されている可能性が  
高い。ヒトの健康を脅かす感染症として今後調査が必要  
である。  

リケッチア症  
2008：14：1019－  EmerglnfectDis  1023  

1998～2005年に香港の公立病院に入院したデング確定  

患者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。  
126例中123例（98チり力くデング熱、3例（2％）がデング出血熱  
であった。1例が輸血により感染したデング熱であった。  
116例が輸入症例、10例が地域症例であった。デングウイ  
ルス1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順であった。死  
亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示  
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める  
べきである。   

文献および未発表データから、ラテンアメリカやカリブ海  
地域のウエストナイルウイルス（WNV）感染の現状をまとめ  
た。WNV感染は2001年にCayman諸島とFloridaKeysの住  
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキシコなど周  
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか  
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での  
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分離  
株が必要である。   

デング熱  HongKongMedJ  
2008：14：170←177  

ウエストナイル ウイルス  
Rev Panam SaLud  

PubIica2006：19ニ  

112－117  
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感染症（PT）   

ウエストナイル  
ウイルス  

出典   

ABC Newsletter  
No．38 2008年10月  
17日  

概要   

2008年9月に、イダノアで何年かぶりにヒトのウエストナイ  

ルウイルス（WNV〉脳炎が2例報告された。1例日は  
Fe汀araとBolognaの聞に住む80歳代の女性、2例日は  
Ferraraに住む60代後半の男性であった。また、ウマ6頸と  
トリ13羽でWNV審染が確認された。WNV髄膜脳炎の積極  
的サーベイランスプログラムが開始され、当該地域で供  
血者スクリーニング用NATが導入された。また、当該地域  
に1日以上滞在したことのある供血者を28日間供血延期  
する措置がとられた。  

コンゴ・クリミア 出血熱  2008年7月7日、トルコのBursa、CanakkaleおよぴSamsun  
の病院でダニ媒介性疾患であるクリミア■コンゴ出血熱に  
より3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となった。  

保健省はダニに注意するよう呼びかけ、唆まれた場合は  
決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り  
除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨している。  

ProMED－  

mai120080709．2092  

パルボウイル ス  
大阪における1997－1999年の献血者979052名中102名が  

ヒトパルボウイルスB19感染者であった。819感染者のう  
ち20名のB19DNA、IgGおよぴIgMを長期間フォローアップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、β19感染の症  
状を報告した者はいなかった。B19急性啓染後の血祭ウ  
イルスカ価は約1年で101∪／mL未満、約2年で10】IU／mL  
未満まで下がることが示された。  

Transfusion2008：  

48：1036－1037  

ハンタウイルス  
スウェーデンにおけるPリリmalaウイルスの予期せぬ大規  

模アウトブレイクにより、2007年の∨占ste舟（直en地方の流  
行性腎症患者の数は100．000人当り313人に至った。筈歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当核アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。  

EmergInfectDis  
2008：14：808－810  

ウイルス感染  オーストラリア鋸sbaneの動物病院のスタッフが致死性の  
ヘンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感  
染したウマ教頭を治療後、怒染した。前回のアウトブレイ  
クは1994年で調教師1名とウマ14頸が死亡した。同ウイル  
スがヒトヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危  
険性はない。   

ProMED－  

mai120080720．2201  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

概要   

国立プリオン病病因調査センターの患者11名（平均発症  
年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染  
色パターンおよぴマイクロプラークの存在が、既知のプリ  
オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー  
ゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテ  
アーゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プ  
リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも  
さらに多い可能性がある。  

出典  

Ann Neuro12008：  
63：697－708  

CJDサーベイランス委員会による調査では1999年4月か  
ら2008年2月までの9年間に日本国内で1069例がプリオン  
病と判定された。うち孤発性CJDが821例（76．89b）、遺伝性  
プリオン病が171例（160％）、硬膜移植後CJD74例（69％）、  

変異型CJDl例（0．1ワ。）、分類不能2例（0．2％）であった。日本  

のプリオン病剖検率は欧米諸国より著明に低かった。孤  
発性CJDの病型は欧米に比べMM2型が多かったが、非  
典型例が多く剖検されている可能性が考えられた。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日  

オーストリアの39歳男性が感覚異常などの神経症状で入  

院後、急速に悪化し、4ケ月後に死亡した。組織学的検査  
で海綿状変化、神経細胞脱落及びグリオーシスが、免疫  
組織化学的検査でびまん性シナブティックな異常プリオン  
の沈着が見られ、CJDと診断された。また患者のPRNPは  
129Met－Metであった。患者は22年前まで死体由来のヒト  
成長ホルモン（hGH）製剤治療を受けており、医原性リスク  
が認められるため、孤発性若年性CJDの可能性も否定で  
きないが、WHO基準により確定医原性CJDと分類された。  

野生型マウスおよぴヒトPrPを発現しているトランスジェ  

ニツクマウスに、輸血関連vcJD感染第1号症例由来の脳  
材料を接種し、輸血によるヒトヒト間の2次蜃染後の  
vcJD病原体の性質について調べた。その結果、潜伏期  
間、臨床症状、神経病理学的特徴およぴPrP聖につい  
て、VCJD（輸血）接種群はvCJD（BSE）接種群と類似してい  
た。VCJD病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な  
変化が起こらないことが明らかとなった。  

クロイツフェル トヤコブ病  
JNeurol Neurosurgg 
Psychlatry2008．  
79・229－231  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

PLoS ONE2008．3．  e2878  

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膀胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
胃液における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTS〔感染性が、自然の  
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。   

異型ウロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  
2008：14：1406－  EmerglnfectDIS  1412  
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概要   

ヒツジを用いた感染実験において、BSEは36％、スクレイ  
ピーは43％と予想以上に高い輸血伝播率を示した。高い  
伝播率および臨床的に陽性のレシピエントにおける比較  
的短期間の一定した潜伏期間は、血中の感染性力価が  
高いことおよぴTSEが輸血により効率的に伝播することを  

示唆する。血液製剤によるヒトでのvCJD伝播を研究する  
ために、ビソジが有用なモデルであることが示された。  

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

出典  

Blood，Prepublishcd  
online2008年了月22  

日  

ウイルス除去膜漉過工程を含んでいる製剤（血液凝固儒  

VlI個子製剤：プラノバ20N漉過、抗HBs人免疫グロブリン  
製剤＝プラノバ35N濾過）について、263K株感染ハムス  
ターより得たSUS処理PrPScを用いて、その除去効果を検  
証した。その結果、SUS処理PrPScは濾過膜の孔径よりも  
小さいにもかからわず、プラノ／く35Nやプラノバ20Nで除去  
された。PrPScが凝集したり、膜へ吸着したためと考えら  
れる。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  
11  

スクレイピー263K感染ハムスター脳乳剤を脳内接種した  

ハムスターにおける血中PrPres経時的変化を追跡したと  

ころ、PK抵抗性3F4反応性蛋白バンドは、感染後4～6遇  
で認められ、10遇ではほぼ消失した。発症末期では血中  
PrPresと見られる蛋白バンドは認められなかった。PrPres  
をマーカーとした血液検査は感染後発症前～発症中期ま  

でに限定される可能性が示唆された。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  

29－30日 ポスター  
11. 

非定型BSE（BASE）に感染した水痘候のイタリアの乳牛の  

脳ホモジネートをカニクイザルに脳内棒種した。BASE接  
種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvCJD接種  
サルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン  
を示した。感染牛と同じ国の孤発性CJD患者でPrPが異  
常なウエスタンブひソトを示す4例のうち3例のPrPresに同  
じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長類における高い  
病原性および見かけ上孤発性CJDである症例との関連  
の可能性が示唆された。  

米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性  
（MSM）の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5  
年間に変更することを支持するという声明を採択した。  
AMAはこの新方針をFDAに通告し、この方針を推し進め  
るグループと協力していく。FDAは1977年以降、MSMの供  
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、  
アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  
PLoS ONE2008：3： e3017  

HⅣ  

No．262008年7月4  

ABC NevJSletter  日  
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概要   

■■－一一－一一－－一－－－－一一－－－－－－－一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－一一－●‾‾‾‾‾‾  

米国における／くンデミックインフル工ンザの血液供給に対  

する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血量が  
50％減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の  
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に  
制限した場合は在庫がなくなることはなかった。  

出典  

Vox S∂nguinlS  

2008：95（Suppl．1）’  

40  

感染症（PT）   

インフルエンザ  

タミフル耐性型の「通常の」季節性インフルエンザが急速  
に拡大しており、南アフリカでは今年の冬（2008～2009  
年）のインフルエンザに効果がないおそれがある。WHOの  
データによると同国でHINl株に感染した107名に関する  

検査の結果、全員がタミフルに耐性の突然変異株を保有  
していた。2008年4月1日から8月20日に南半球の12カ国  
のHINlインフルエンザ感染患者由来検休788例中242例  

（31％）がタミフル耐性に関係があるH274Y突然変異を有し  

ていた。   

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

インフルエンザ  ProM∈D－  
mai120080825 2648 

ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008．4・elOOOO47  

南アフリ九ヨハネスブルグで3名の死者を出したウイルス  

は、暫定的に西アフリカのラツサウイルスに近い、音歯類  
媒介性アレナウイルスであると特定された。国立感染症  
研究所と保健省は共同で、このウイルスが休液を介して  
ヒトからヒトに感染するため、「患者の看護lこ特別な予防  
的措置が必要である」との声明を発表した。3名の死因を  
確定するには更なる検査が必要である。  

ウイルス感染  BuaNews online  
2008年10月13日  

FDAは8型肝炎コア抗原に対する抗体（抗HBc抗体）が陽  
FDA／C8ER2008年  

5月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

B型肝炎  

性となったために供血延期となった供血肴のリエント  
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ  
れまで、抗HBc抗休が2回以上陽性となった供血者は無  
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目  
に陽性となった後、8週間以上経ってからHBs抗原、抗  
HBc抗体および高感度HBVNATによってHBV怒染が否  
定された場合は供血可能となる。   
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感染症（PT）   

B型肝炎  

出典  

Clin lnfect Dis 
2008：47二e52－56  

概要   

‾  
至誠6草i菖方蔵6前官i…靖だ白寿モ萌た1≡旨塾解義衰盲  

抗原陽性となった患者を調査したところ、552名中23名  
（4％）がHBV再活性化で、529名が急性B型肝炎であった。  

再活性化群は急性B型肝炎群に比べ、年齢およぴHBV  

DNA値が有意に高く、ALTおよぴアルブミンピーク値は低  
かった。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全と  

なり、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有  
意に高かった。  

B型肝炎  1971－2005年の35年間に虎ノ門病院に来院した急性  JMedViro12008：  

80：1880－1884  H8V感染患者153名および慢性HBV感染患者4277名にっ  
いて5年間毎のHBVジェノタイプ／サブジェノタイプを調べ  

た。急性感染患者軌ま35年間中増加u師ナた。慢性感染  
患者は1986－1990年が最大であった。ジェノタイプは急  
性感染患者と慢性感染患者で大きく異なった（A、B、C型：  
28．6％、10．3，i、59．5％vs30？も、12．3！i、84．5％）。最近では外  

国のサブジェノタイプβ2／B8が増加する傾向がある。  

B型肝炎  HBVDNA陽性かつ表面抗原（HBsAg）陰性オカルトHBV  
感染の検出感度を上げるために、HBVDNAとHBsAgを同  
時に濃縮する新規方法を開発した。二価金属存在下で  
poly－LLlysineでコートした磁気ビーズを使用し、ウイルス  

凝集反応を増強させ、ウイルスを濃縮する方法により、  
HBVDNAとH8sAg量は、最高4－7倍に濃縮された。本方  
法により、EIAとHBVNATの感度が上昇し、HBsAgEIAを  
用いてオカルトHBV感染者40名のうち27名を検出すること  
ができた。  

フランスの大学病院の血液透析ユニットでのHCV伝播リ  

スクにおける環境汚染および標準的注意の非遵守の役  
割を評価した。試験期間中にHCV陽性となった2名のうち  
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル  
ス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明ら  
かとなった。環境表面検休740例中82例がヘモグロビンを  
含み、その内6例がHCVRNAを含んでいた。手の衛生に  
関する遵守率は37％、患者ケアの直後に手袋をはずして  
いたのは33？もであった。  

ニューヨーク市のE8StHaHemのクリニックから18歳以上で  
血中HCVPCR陽性の吸引用麻薬常習者38名のJL汁検  
休および吸引に使用したストローを入手し、血液および  
HCVRNAの存在の有無を調べた。1汁検体28例（74％）、  
ストロー3例（8％）から血液が検出され、1汁検体5例  
（13％）、ストE］－2例（5％）でHCVRNAが検出された。HCVウ  

イルスの1腔内伝播のウイルス学的妥当性が示された。  

Vox Sanguinis  
2008：95：174－180  

C型肝炎  Clin Infect Dis 

2008：47：627－633  

C型肝炎  ClinInfe（：t Dis  

2008；47：93卜934  
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概要   

■■一一－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－一一一一－一一一一一一－－一一－－一一－－－－－－－－－－－－－－－‾一－●－一 再生不良性貧血の54歳女性で、初回輸血前検査はHCV  

抗体陰性、HCVコア蛋白陰性であったが、複数回輸血  
後、HCVコア蛋白が陽性化したため、遡及調査を開始し  
た。保管検体の個別NATにより、1検休からHCV－RNAを  
検出した。患者と献血者のHCVCore－El－E2領域の塩基  
配列が一致した。日本で20ブールNAT導入後、初めて確  
認された輸血によるHCV感染症例である。  

出典   

第70回日本血液  
学会総会 2008年  
10月10－12日  

感染症（PT）   

C型肝炎  

スペインでブタに曝蔑しているヒト101名と曝露していない  

ヒト97名におけるHEV感染の有無を調べた。抗HEVIgG保  
有率は曝露群では18．的、非曝轟群では4‖もであった。ブ  
タに接するヒトの抗HEVIgG保有リスクは54倍（P＝0．03）で  
あった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき  
である。  

E型肝炎  AmJTropMed  
Hyg2008：78．  

1012－1015  

80784に同じ  Transfusion2008：  

48．1520」521  

細菌感染  

細菌感染  Am J lnfect Control 
2008．36：602  

Vox Sangul川S  

2008．95（Suppl．1），  
2A－SOl－02   

Vox S∂ngui川S  

2008：94二315－323  

80784に同じ  感染  

80784に同じ   感染  

ブルセラ症  Clin lnfect Dis 

2008．46：e13卜136  

CDC2008年7月8日  
サルモネラ  

バベシア症  AmerlCan Society  
for Microblology 
lO8th General  
Meet＝g2008年6  

月卜5日、80StOn  
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感染症（PT）   

アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

原虫感染  

出典  

Vox Sanguinis  

2008：95（Suppt．り：  

39   

Transfusion2008：  

48：1862－1868  

EmergInfectDis  
2008：14：1013一  
1018   

EmergInfectDis  

2008：14：1434－  

1436   

EmergInfectDis  

2008：14：1019－  

1023  

HongKongMedJ  

2008；14：170－177  

Rev Panam Salud  

Publica2006：19：  

112－117  

ABC Newsletter  

No．38 2008年10月  

17日  

ProMED－  

mai120080709．2092  

Transfusjon2008；  

48：1036－1037  

EmergInfectDis  

2008：14：808－810  

ProMED－  

mai120080720．2201  

Ann Neuro12008：  
63：697－708  

概要   

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  

マラリア  80784に同じ  

リケッチア症  80784に同じ  

デング熱  80784に同じ  

ウエストナイル ウイルス  
80784に同じ  

ウエストナイル  
ウイルス  

コンゴ・クリミア  

出血熱  

パルボウイル  

ス  

ハンタウイルス  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  

ウイルス感染  80784に同じ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

80784に同じ   

112／171ペ】ジ  



出典   

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  

29－30日  

JNeuroJNeurosurg  
PsychlatⅣ2008：  
79：229－231  

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

クロイツフェル  

ト・ヤコブ病  

80784に同じ  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  

フェルト・ヤコ  

ブ病  

PしoS ONE2008：3 

EmergInfectDis  
2008：14．1406－  

1412  

Blood．Prepublished  
ontlne2008年7月22  

日   

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  

29－30日 ポスター  
111 

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

HIV  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  

29－30日 ポスター  

18  
PLoS ONE2008：3・  
e3017  

80784に同じ   

No262008年7月4  

ABC Nevvsletter  日  

インフルエンザ  
2008：95（Supp11〉・  Vox Sangulnis  40  

鳥インフルエン  

ザ  

ウイルス感染  

ProMED－ mai120080825．2648  

PLoS Pathogens  

2008．4：elOOOO47  

ウイルス感染  BuaNews online  
2008年10月13日  
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感染症（PT）   

B型肝炎  

出典   

FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  

ダンス（案）   

ClinZnfectDis  

2008：47：e52－56  

概要  

80784に同じ  

B型肝炎  80784に同じ  

B型肝炎  80784に同じ  JMedViro12008：  

80：1880－1884  

Vox Sanguinis  

2008；95：174－180  

CljnInfectDjs  

2008；47：627－633  

C‖∩Infect Djs  

2008：47：931－934  

B型肝炎  80784に同じ  

C型肝炎  80784に同じ  

C型肝炎  80784に同じ  

C聖肝炎  

第70回日本血液  
学会総会 2008年  
10月10－12日   

AmJTropMed  
Hyg2008：78：  
1012－1015   

Transfusion2008：  
48：1520－1521  

80784に同じ  

E型肝炎  80784に同じ  

細菌感染  
80784に同じ  

細菌感染  
80784に同じ  

ArTIJ）nfectContro1  
2008；36：602  

Vox Sanguinis  
2008：95（Suppl．1）．  

2A－SOトー02   

Vox Sang山nis  

2008；94：315－323  

ClinInfectDis  
2008：46二e13ト136  

感奮‾‾‾‾‾‾…‾‾  
80784に同じ  

感染  
80784に同じ  

ブルセラ症  
80784に同じ   
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出典  

CDC2008年7月8日  

感染症（PT）   

サルモネラ  

バベシア症  Amer】Can Society  
for Mlcrobiology 
108th General  
Meeting2008年6  

月卜5日、Boston  

Vox Sangulnis  
2008：95（SuppJl）こ  

39  

Transfusion2008こ  

48：1862－1868  

80784に同じ  アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

アメリカ亘リバ  
ノソーマ症  

原虫感染  

80784に同じ  

2008：14・1013－  EmerglnfectDis  1018  
マラリア  

2008：14：1434－  EmergInfectDis  1436  
リケッチア症  

2008：14．1019－  EmergInfectDis  1023  
デング熱  HongKongMedJ  

2008二14・170－177  

ウエストナイル  

ウイルス  

ウエストナイル  

ウイルス  

コンゴ・ケノミア  

出血熱  

パルボウイル  
ス  

Rev Panam Sa山d  

Publica2006：19：  

112－117  

ABC NewsIetter  

No．38 2008年10月  

17日  

ProMED－  
mai120080709．2092  

80784に同じ   

Transfusion2008．  

48：1036－1037  
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感染症（PT）   

ハンタウイルス  

出典  

EmergInfectDis  
2008：14：808－810  

ProMED－  
mai120080720．2201  

Ann Neuro12008：  
63：697－708  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日   

JNeuroINeurosurg  
Psychi8tけ2008：  

79：229－231  

PLoS ONE2008：3：  

e2878  

概要  

80784に同じ  

80784に同じ  ウイルス感染  

80784に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

クロイツフェル  

ト・ヤコブ病  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  異型クロイツ  

フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

80784に同じ  ErTlerglnfectDis  
2008；14：1406一  

1412   

BJood，Prepublished  
online2008年7月22  

日   

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  

11  
2008年プリオン研  

究会 2008年8月  

29－30日 ポスター  

18  
PLoS ONE2008：3：  

e3017  

ABC Newsletter  

No．262008年7月4  

日   

Vox Sanguinis  
2008：95（Suppl．1）：  

40  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  

フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

HIV  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ  

80784に同じ   インフル工ンザ  
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感染症（PT）   

蔦才シテル吉シ  
ザ  

ウイルス感染  

ProMED－  

mai120080825 2648 

PLoS Pathogens  
2008：4．elOOOO47  

ウイルス感染  BuaNews online  
2008年10月13日  

FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  

ダンス（案）   

Clin lnfect Dis 
2008：47：e52一－56  

JMedViro12008：  
80・1880－1884  

80784に同じ  B型肝炎  

80784に同じ  B型肝炎  

80784に同じ  B型肝炎  

80784に同じ  B型肝炎  Vox Sanguinis  
2008ニ95・174－180  

C聖肝炎  Clin lnfect Dis 

2008：47：627－633  

C型肝炎  ClinInfectDis  
2008：47・93卜934  

第70回日本血液  
学会総会 2008年  

10月10－12日   

AmJTropMed  
Hyg2008．78．  

1012－1015  

Transfus10∩2008：  

48こ1520－1521  

C型肝炎  

80784に同じ  E型肝炎  

80784に同じ  細菌感染  

80784に同じ   細菌感染  AmJInfect Contro1  

2008．36：602  

117／171ページ  



概要   

80784に同じ  
‾…‾…‾‾‾  

感染症（PT）  感官  

出典   

Vox Sanguinis  
2008；95（S岬Pl．り．  
2A－SOト02   

Vox Sanguinis  
2008：94：315－323  

Clin Infect Dis 

2008ニ46：e131－136  

CDC2008年丁月8日  

80784に同じ  感染  

80784に同じ  
ブルセラ症  

80784に同じ  サルモネラ  

80784に同じ  バベシア症  Anlerl¢an Society  
forl州crobiology  
lO8th GeneraI  
Meet】ng2008年6  

月1－5日、80StOn  

80784に同じ  アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

原虫感染  

Vox Sanguinis  

2008；95（Suppl．1）：  

39  

Transfusion2008：  

48：1862－1868  

EmergtnfectDis  

2008：14二1013－  

1018   

EmergInfectDis  

2008：14：1434－  

1436   

EmergInfectDis  

2008；14：1019－  

1023   

HongKongMedJ  
2008：14：170－177  

Rev Panam Sahjd  
Publica2006：19：  

＝2－117  

80784に同じ  

【三：  

80784に同じ  

80784に同じ  マラリア  

80784に同じ  リケッチア症  

80784に同じ  
‾…●‾  

芋ジグ紺  

80784に同じ   ウエストナイル  
ウイルス  
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概要  

80784に同じ  

出典  

ABC NewsIetter  
No．38 2008年10月  
17日  

慾染症（PT）   

ウエストナイル  

ウイルス  

コンゴ・クリミア  

出血熱  

／くルポウィル  

ス  

ハンタウイルス  

ProMED－  

mai120080709．2092  

Transfusion2008：  

48．1036▼1037  

EmergInfectDIS  
2008：14：808－810  

ウイルス感染  ProMEロー  
mai暮20080720，2201  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

クロイツフェル  

ト・ヤコブ病  

Ann Neurot2008：  

63：697－708  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日  

80了84に同じ  

JNeuroINeurosurg  

Psychlatry2008，  

79：229－231  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
PLoS ONE2008．3： e2878  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  

フェルトヤコ  

ブ病  

EmerglnfectDIS  
2008．14．1406  

1412   

Blood．Prepublished  
onIhe2008年7月22  

日   

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  
111 

80784に同じ   異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

HIV  

概要  

80784に同じ  

出典  

PLoSONE2008：3：  

e3017  

ABC Newsletter  
No．262008年7月4  

日   

Vox Sanguinis  
2008：95（Suppl．1）：  

40  

ProMED【  

mai120080825．2648  

80784に同じ  

80784に同じ  

インフルエンザ  

80784に同じ  蔦才方［王ジ  
ザ  

ウイルス感染  80784に同じ  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

BuaNews ontine  
2008年10月柑臼  

FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  

ダンス（案）   

Clin lnfect Dis 
2008：47：e52－56  

JMedViro12008：  
80：1880－1884  

Vox Sanguinis  
2008：95：174－180  

Clin Znfect Dis  
2008：47：62丁－633  

CrinInfectDis  
2008：41：931－934  

第70回日本血液  

学会総会 2008年  
10月10－12日  

80了84に同じ  ウイルス感染  

80784に同じ  
B型肝炎  

80784に同じ  B型肝炎  

80784に同じ  B型肝炎  

80784に同じ  B型肝炎  

80784に同じ  C型肝炎  

80784に同じ  C型肝炎  

80784に同じ   C型肝炎  
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啓染症（PT）   

E型肝炎  AmJTropMed  
Hvg2008：78：  

1012－1015   

AmerlCan Society  
for価crobioIogy  
lO8th General  
Meet…g2008年6月  

卜5日  

マサチューセヅソの医療センターで品質管理のため使用  
された廃棄製剤、使用期限切れロット、アフエレーシスの  
残りの人血清アルブミン製剤を入手し、クラミジアの有無  
を調べた。その結果、PCR及びウエスタンプロットにより、  

4社の20製剤全てにおいてクラミジアの存在が確認され  
た。また、invitro培養を行ったところ11検休（55％）でクラミ  

ジア生菌が生育した。  

細菌感染  
日本赤十  

抗日Bs人免疫グロブリン  抗H8s人免  
疫グロブリン  

1998～2005年に香港の公立病院に入院したデング確定  
患者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。  
126例中123例（98％）がデング熱、3例（2％）がデング出血熱  
であった。1例が輸血により感染したデング熱であった。  

116例が輸入症例、10例が地域症例であった。デングウイ  
ルス1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順であった。死  
亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示  
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める  
べきである。  

文献および未発表データから、ラテンアメリカやカリブ海  

地域のウエストナイルウイルス（WNV）感染の現状をまとめ  
た。WNV感染は2001年にCayman諸島とFIoridaKeysの住  
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキシコなど周  
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか  
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での  
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分離  
株が必要である。  

デング熱  HongKongMedJ  
2008：14．170－177  

ウエストナイル  

ウイルス  

Rev Panam Sa山d  

Publica2006：19  

112117  

2008年9月に、イタリアで何年かぶりにヒトのウエストナイ  

ルウイルス（WNV）脳炎が2例報告された。1例日は  
FerraraとBo】ognaの間に住む80歳代の女性、2例日は  
Ferraraに住む60代後半の男性であった。また、ウマ6顎と  
トリ13羽でWNV感染が確認された。WNV髄膜脳炎の積極  
的サーベイランスプログラムが開始され、当該地域で供  
血者スケノーニング用NATが導入された。また、当該地域  
に1日以上滞在したことのある供血者を28日間供血延期  
する措置がとられた。   

ウエストナイル  
ウイルス  No．38 2008年10月  

ABC Newsletter   17日  

121／171ページ  
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感染症（PT）   

コンゴ・クリミア  
出血熱  

出典  

ProMED－  
mai120080709．2092  

概要   

2008年7月7日、トルコのBursa、CanakkaleおよぴSamsun  
の病院でダニ媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱に  
より3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となった。  

保健省はダニに注意するよう呼びかけ、岐まれた場合は  
決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り  
除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨している。  

／くルポウィル ス  

大阪における1997－1999年の献血者979052名中102名が  

ヒトパルボウイルス819感染者であった。B19感染者のう  
ち20名のB19DNA、IgGおよびIgMを長期間フォローアップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、B19感染の症  
状を報告した看はいなかった。B19急性感染後の血笑ウ  
イルスカ価は約1年で10．1U／mL未満、約2年で10］IU／mL  
未満まで下がることが示された。  

Transfusion2008こ  

48：1036－1037  

／＼ンタウイルス  

スウェーデンにおけるPuumalaウイルスの予期せぬ大規  

模アウトブレイクにより、2007年のV5sterbotten地方の流  
行性腎症患者の数は100，000人当り313人に至った。筈歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。  

EmerglnfectDis  
2008：14：808－810  

ウイルス感染  オーストラリアBrisbaneの動物病院のスタッフが致死性の  

ヘンドラウイルスに焙染した。看護師1名と獣医1名が、感  
染したウマ数頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ  
クは1994年で調教師1名とウマ14頸が死亡した。同ウイル  
スがヒトヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危  
険性はない。   

ProMED－  

mai120080720．2201  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  
ブ病  

出典   

Ann NeuroJ2008ニ  
63二697－708  

概要   

国立プリオン病病因調査センターの患者11名（平均発症  
年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染  
色パターンおよぴマイクロプラークの存在が、既知のプリ  
オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー  
ゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテ  
アーゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プ  
リオン病の中では持ではなく、我々のデータが示すよりも  
さらに多い可能性がある。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日  

CJDサーベイランス委員会による調査では1999年4月か  
ら2008年2月までの9年間に日本国内で1069例がプリオン  
病と判定された。うち孤発性CJDが821例（768％）、遺伝性  
プリオン病が171例（16．0％）、硬膜移植後CJD74例（6．9％）、  

変異型CJDl例仙＝も）、分類不能2例（0．2％）であった。日本  

のプリオン病剖検率は欧米詩国より著明に低かった。孤  
発性CJDの病型は欧米に比べMM2型が多かったが、非  
典型例が多く剖検されている可能性が考えられた。  

オーストリアの39歳男性が感覚異常などの神経症状で入  
院後、急速に悪化し、4ケ月後に死亡した。組織学的検査  
で海綿状変化、神経細胞脱落及びグリオーシスが、免疫  
組織化学的検査でびまん性シナブティックな異常プリオン  
の沈着が見られ、CJDと診断された。また患者のPRNPは  
129Met－Metであった。患者は22年前まで死体由来のヒト  
成長ホルモン（hGH）製剤治療を受けており、医原性リスク  

が認められるため、孤発性若年性CJDの可能性も否定で  
きないが、WHO基準により確定医原性CJDと分類された。  

野生型マウスおよぴヒトPrPを発現しているトランスジェ  

ニックマウスに、輸血関連vcJD感染第1号症例由来の脳  
材料を接種し、輸血によるヒトヒト間の2次感染後の  
vcJD病原体の性質について調べた。その結果、潜伏期  
間、臨床症状、神経病理学的特徴およぴPrP型につい  
て、VCJD（輸血）接種群はvCJD（BSE）接種群と類似してい  
た。VCJD病原休は、ヒトにおける2次感染により、有意な  
変化が起こらないことが明らかとなった。   

クロイツフェル トヤコブ病  
JNeuroINeurosurg  
Psychiatry2008：  
79：229－231  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

PLoS ONE2008：3：  e2878  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

概要   

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膀胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
腎臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。  

出典  

EmerglnfectDis  
2008：14：1406－  
1412  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

d  

ピーは43％と予想以上に高い輸血伝揮率を示した。高い  
伝挿率および臨床的に陽性のレシピエントにおける比較  
的短期間の一定した潜伏期間は、血中の感染性力価が  
高いことおよびTSEが輸血により効率的に伝播することを  
示唆する。血液製剤によるヒトでのvCJD伝挿を研究する  
ために、ヒツジが有用なモデルであることが示された。  

online2008年7月22  B（ood．Prepublishe  日  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  
11  

ウイルス除去膜濾過工程を含んでいる製剤（血液凝固第  
∨ⅠII因子製剤：プラノ／く20N濾過、抗HBs人免疫グロブリン  

製剤：プラノ／く35N濾過）について、263K株感染ハムス  

ターより得たSUS処理PrPScを用いて、その除去効果を検  
証した。その結果、SUS処理PrPScは漉過膜の孔径よりも  
小さいにもかからわず、プラノ／く35Nやプラノ／く20Nで除去  

された。PrPScが凝集したり、膜へ吸着したためと考えら  
れる。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  

18  

スクレイピー263K感染ハムスター脳乳剤を脳内接種した  
ハムスターにおける血中PrPres経時的変化を追跡したと  
ころ、PK抵抗性3F4反応性蛋白／くンドは、感染後4－6週  
で認められ、10遇ではほぼ消失した。発症末期では血中  
PrPresと見られる蛋白バンドは認められなかった。PrPres  
をマーカーとした血液検査は感染後発症前～発症中期ま  
でに限定される可能性が示唆された。   
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概要   

非定型BS∈（BASE）に感染した無症候のイタリアの乳牛の  
脳ホモジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接  
種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvCJD接種  
サルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン  
を示した。感染牛と同じ国の孤発性CJD患者でPrPが異  
常なウエスタンプロットを示す4例のうち3例のPrPresに同  
じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長類における高い  
病原性および見かけ上孤発性CJDである症例との関連  
の可能性が示唆された。  

米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性  
（MSM）の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5  
年間に変更することを支持するという声明を採択した。  
AMAはこの新方針をFDAに通告し、この方針を推し進め  
るグループと協力していく。FDAは1977年以降、MSMの供  
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、  
アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。  

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

HIV  

No．262008年7月4  

ABC Newsletter  日  

米国におけるパンデミックインフルエンザの血液供給に対  
する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血量が  
50％減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の  
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に  
制限した場合は在庫がなくなることはなかった。  

インフル工ンザ  
2008：95（Suppl．1）：  Vox Sanguinis  40  

タミフル耐性型の「通常の」季節性インフルエンザが急速  
に拡大しており、南アフリカでは今年の冬（2008～2009  
年）のインフル工ンザに効果がないおそれがある。WHOの  
データによると同国でHINl株に感染した107名に関する  
検査の結果、全員がタミフルに耐性の突然変異株を保有  
していた。2008年4月1日から8月20日に南半球の12カ国  
の州Nlインフル工ンザ焙染患者由来検体788例中242例  
（31％）がタミフル耐性に関係があるH274Y突然変異を有し  
ていた。   

インフルエンザ  ProMED－  
mai‡20080825，2648  
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概要   

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  

ボI）ビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
休を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

南アフリカ、ヨハネスプルグで3名の死者を出したウイルス  

は、暫定的に西アフリカのラッサウイルスに近い、音歯類  
媒介性アレナウイルスであると特定された。国立感染症  
研究所と保健省は共同で、このウイルスが体液を介して  
ヒトからヒトに感染するため、「患者の看護に特別な予防  
的措置が必要である」との声明を発表した。3名の死因を  
確定するには更なる検査が必要である。  

ウイルス感染  BuaNe佃S Online  
2008年10月13日  

FDAはB型肝炎コア抗原に対する抗体（抗日Bc抗体）が陽  
性となったために供血延期となった供血者のリエント  
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ  
れまで、抗HBc抗体が2回以上陽性となった供血者は無  
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目  
に陽性となった後、8週間以上経ってからHBs抗原、抗  
H8c抗休および高感度HBVNATによってHBV感染が否  
定された場合は供血可能となる。  

B型肝炎  FDA／CBER2008年  
5月 業界向けガイ  

ダンス（案）  

2000年1月から2004年12月に日本で新たにB型肝炎表面  
抗原陽性となった患者を調査したところ、552名中23名  
（4％）がHBV再活性化で、529名が急性日型肝炎であった。  

再活性化群は急性8型肝炎群に比べ、年齢およぴHBV  
DNA値が有意に高く、ALTおよぴアルブミンピーク値は低  
かった。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全と  
なり、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有  
意に高かった。   

B型肝炎  ClinJnfectDis  

2008：47こe52－56  
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概要   

1971－2005年の35年間に虎ノ門病院に来院した急性  

HBV感染患者153名および慢性HBV感染患者4277名にっ  
いて5年間毎のHBVジェノタイプ／サブジェノタイプを調べ  

た。急性感染患者数は35年間中増加し続けた。慢性感染  
患者は1986－1990年が最大であった。ジェノタイプは急  
性感染患者と慢性感染患者で大きく異なった（A、B、C型．  
28．6％、103？も、5g5％vs3．0ワも、12．3†も、84．5％）。最近では外  

国のサブジェノタイプB2／Baが増加する傾向がある。  

感染症（PT）   

B型肝炎  

出典  

JMed Viro12008：  
80二1880－1884  

HBVDNA陽性かつ表面抗原（HBsAg）陰性オカルトHBV  
感染の検出感度を上げるために、HBVDNAとHβsAgを同  
時に濃縮する新規方法を開発した。二価金属存在下で  
poly－L－1ysineでコートした磁気ビーズを使用し、ウイルス  

凝集反応を増強させ、ウイルスを濃縮する方法により、  
HBVDNAとH8sAg圭は、最高4－7倍に濃縮された。本方  
法により、EIAとHBVNATの感度が上昇し、HBsAgEIAを  
用いてオカルトHBV感染者40名のうち27名を検出すること  
ができた。  

B型肝炎  Vox SanguinlS  
2008：95二174一丁80  

フランスの大学病院の血液透析ユニットでのHCV伝播リ  

スクにおける環境汚染および標準的注意の非遵守の役  
割を評価した。試験期間中にHCV陽性となった2名のうち  
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル  
ス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明ら  
かとなった。環境表面検体740例中82例がヘモグロビンを  
含み、その内6例がHCVRNAを含んでいた。手の衛生に  
関する遵守峯は3了サ。、患者ケアの直後に手袋をはずして  

いたのは33？もであった。  

ニューヨーク市の［astHaHemのクリニックから18歳以上で  
血中HCVPCR陽性の吸引用麻薬常習者38名のJL汁検  
休および吸引に使用したストローを入手し、血液およぴ  
HCVRNAの存在の有無を調べた。1汁検体28例（7肪）、  
ストロー3例（8％）から血液が検出され、■汁検体5例  
（13％）、ストロー2例（5％）でHCVRNAが検出された。HCVウ  
イルスの1腔内伝挿のウイルス学的妥当性が示された。   

C型肝炎  Clin lnfect Dis 

2008．47：627－633  

C型肝炎  ClnInfectDis  

2008ニ47：93ト934  
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感染症（PT）   

C型肝炎  

出典   

第70回日本血液  
学会総会 2008年  
10月10■｝12日  

概要   

‾‾‾  
症画王萬竜不貞海曹左石前節妄訴ニー誠子有頭亘訂  
日に初回輸血が実施され、初回輸血前検査はHCV抗体  
陰性、HCVコア蛋白陰性で、あった。10月1日の輸血後、  
HCVコア蛋白が陽性化したため、遡及調査を開始した。  
患者には計54本の輸血があり、保管検体の個別NATによ  
り、1検体からHCV－RNAを検出した。患者と献血者のHCV  
Core－E卜E2領域の塩基配列が一致したことから、本症例  
は輸血によるHCV感染である可能性が極めて高い。  

E型肝炎  スペインでブタに曝露しているヒト101名と曝露していない  

ヒト97名におけるHEV感染の有知を調べた。抗HEVIgG保  
有率は曝露群では18．8％、非曝轟群では4．1％であった。ブ  

タに接するヒトの抗HEVlgG保有リスクは5．4倍（P＝0．03）で  

あった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき  
である。  

AmJTropMed  
Hyg2008：78：  
1012－1015  

硬直‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾●  

2008年7月23日に米国SouthDakota州当局は、  
Hutchinson都で炭痕のアウトブレイクが発生したと発表し  
た。l件は確定であり、もう1件は疑いで、検査中である。  

ProMED－  

mai120080724．2257  
l顔   

炭症  
2008年7月24日に米国SouthDakota州当局は、  
Hutchinson郡で炭症の2番目のアウトブレイクが、検査の  
結果確定したと発表した。  

ProMED－  

mai120080726．2280  

硬直‾‾‾‾●…‾‾‾  

米国MontanaのTedTurnerrsF（yingD付近の農場でウシ1 頭が炭症陽性であり、自然発生した炭痕により死亡した。 更にTedTurner’sFlyingD農場では炭症により死亡した ／くイソンの数が増加し、現在までに257頭となった。  
ProMED－  

mai120080815．2540  
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感染症（PT）   

炎症  

出典  

ProMED－  

mai1200808182569  た。このアウトブレイクは比較的小さいとのことである。  米国SouthDakotaの3つのウシの群れで炭症が発生し   

虎症  2008年6月9日に、米国NorthDakotaのPortl∂nd付近の雄  
牛1頸の血液検体が検査のため提出され、焼塩菌が検出  
された。更に、6月18日にusbon付近の雌牛1頸が死後、  
炭痕薗陽性と確定された。  

ProMED－  

mai120080626 1968 

炭痕  2008年7月23日に米国SouthDakota州当局は、  
Hutchinson郡で炭症のアウトブレイクが発生したと発表し  
た。1件は確定であり、もう1件は疑いで、検査中である。  

ProMED－  

ma1120080724 2257 

炭癌  2008年7月24日に米国SouthD∂kota州当局は、  
Hutchinson郡で炭症の2番目のアウトブレイクが、検査の  
結果確定したと発表した。  

ProMED－  

mai120080726．2280  

炭痕  ProMED－ Mai120080726．2286  2008年7月25日CF！Aは、北SaskatchewanのPaddockwood  
の農場でバイソン7頸が炭癌により死亡したことを7月24  
日に確認したと発表した。7月22日にはPonassLakeのウ  
シ1亘亘の死亡を確認した。同地方での今年最初のアウトブ  

レイクは5月26日にKingGeorgeの農場でウシ13頸が死亡  
した後、確認された。   

2008年7月24日にPaddockv〉00dの′くイソン7頭が炭痘によ  
り死亡したことが確認されたが、残りの動物は隔離され、  
現在観察中である。2006年にはSaskatchewanでは800頸  
以上の動物が炭症により死亡した。2008年はこれまで21  
頭が炭痕により死亡している。  

CFIAは2008年8月11日と8月9日に、Saskatchewanで更に  
2件のウシにおける炭症を確認した。今年の春以降の腹  
症による死亡は24頸となった。   

焼塩  
ProMED－  

nlal1200807272297  

炭症  ProMED－  

mai】20080812．2500  
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概要   

米国MontanaのTedTurner’sFlyingD付近の農場でウシ1  
頭が炭痘陽性であり、自然発生した炭症により死亡した。  
更にTedTumer’sFlyingD農場では炭痘により死亡した  
／くイソンの数が増加し、現在までに257頸となった。  

感染症（PT）  虎痘  

出典  

ProMED－  

m8i120080815．2540  

庚痘  
米国SouthDakotaの3つのウシの群れで炭症が発生し  
た。このアウトブレイクは比較的小さいとのことである。  

ProMED－  

mai120080818．2569  

2008年5月、米国Montana州ParadiseValleyのウシ1頭が  
ブルセラ症陽性であった。これにより同州はブルセラ症フ  
リーではなくなった。  

ブルセラ症  
ProMED－  

mai1200i‡0611．1841  

ヲJ［有事窟…‾  

2008年6月16日、Wyoming州獣医学研究所は、Wyoming  
州Danielの雌牛2頭の組織からBruce＝aabortusが培養さ  
れたと報告した。同じ群れの残りのウシや近くの群れにつ  
いて検査する予定である。  

ProMED－  

maiは0080619．1907  

ヲ元首享有‾‾‾‾  
Wyoming州Danjelの牧場のウシ327頸を予備的に検査し  
た結果、更に13頭がブルセラ症に感染している可能性が  
示された。同じ群れの2頭がブルセラ症に感染しているこ  
とが既に確定されている。  

ProMED－  

maiほ0080626．1966  

2008年6月23E］、CFIAはBrltJShCoIumbia州の雌牛1頭で  
BSEを確定した。どの部位もヒト食料または飼料システム  
に入っていない。出生農場を確定するための調査が開始  
された。  

ProMED－  

mai120080623．1941  

2008年8月15日、CF［AはAJb8rtaの6歳の肉牛1頭でBSE  
を確定した。2003年以降、カナダで14頭目のBSE牛であ  
る。どの部位もヒト食料または飼料システムに入っていな  
い。当該牛は生まれてから死ぬまで、北AIb8Haの1つの  
農場で過ごした。詳細調査を実施中である。   

ProMED－  

mai120080819．2580  
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感染症（PT）  結核  

概要   

California中部で結核感染リスクで4800頭以上の乳牛が  
処分され、16000豆頁近くのウシが隔離されている。Fresno  
郡の酪農場で新たに3頭が結核であることが明らかに  
なった。  

出典  

ProMED－  
mai120080710 2100 

2008年10月10E］にカナダSaskatchewan州MooseJaw都  
Asshliboiaで、ウシアナプラズマ病のアウトブレイクが発生  
し、10月10日に確定された。10月22日現在、継続中であ  
る。ウシにおいて疑い例89頸、確定例1例、処分1例であ  
る。  

WHOに報告された2003年以降のトリインフルエンザ確定  
ヒト症例の集計数である。2008年は、5月28日現在、バン  
グラデシュで1例（死亡0例）、中国で3例（死亡3例）、エジ  

プトで7例（死亡3例）、インドネシアで16例（死亡13例）、お  

よぴベトナムで5例（死亡5例）が報告され、合計32例（死亡  

24例）である。   

WHOに報告された2003年以降のトリインフルエンザ確定  
ヒト症例の集計数である。2008年は、5月28日現在、バン  
グラデシュで1例（死亡0例）、中国で3例（死亡3例）、エジ  

プトで7例（死亡3例）、インドネシアで18例（死亡15例）、お  

よびベトナムで5例（死亡5例）が報告され、合計34例（死亡  

26例）である。   

香港CentreforHealthProtect［Onは2008年の11例日のデ  

ング熱症例（30歳男性）を確認した。この男性は2008年4  
月5～13日にモルジブに滞在し、4月18日に発症した。  

細菌感染  Oie／Weekly  
DiseaselnforrnatlOn  
2008年10月23日号  

WHO／′EPR2008年5 月2β日  蔦キジテJ［王ジ ザ  精製下垂体性性腺刺激ホルモン  精製下垂体  
性性腺刺激  
ホルモン  

メルクセ  
ローノ   

WHO／EPR2008年6 月19日  

鳥インフルエン  
ザ  

デング熱  ProMED－  
maiは0080505．1542  

‾  
串薗訪日‡まる菖二盲這i這六天草品㌫病態＝ぎ言6者あ高著  

がガス壌症に感染した。感染の拡大を防ぐため隔離病棟  
が設けられた。地震で負傷した患者は診断のため隔離病  
棟に送られる。今までのところ同病院での交差感染はな  
い。  

WHO中国事務局は中国衛生省と診断未確定の出血性疾  
患について連絡を取っている。中国の専門家は調査を終  
7した。Sh∂ndong省のWar如kou村においてヒト顆粒球ア  
ナプラズマ症の症例4例が特定された。診断はPCRとシー  
クエンス分析で確定された。   

ProMED－ mai1200805221683  クロストリジウ  

ム感染  

細菌啓染  ProMED－  
mai－200808052400  
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……‾‾‾  
感染症（PT）  亮真義  

出典  

ProMED－  

mai120081028．3405  

概要   

2008年10月26日、中国南西部のYunnan省の田舎で、狂  
犬病によリ6名が死亡したため11000匹以上のイヌを処分  
するよう当局は命令した。Yunann省Mile都では90000頭以  
上のイヌのうち約84000匹は狂犬病ワクチンを棲種されて  
いたが、予防接種を受けていない11500匹が処分された。   

抗FSHマウ  

スモノクロー  

ナル抗体   

‾t  

王手福毛憧  
性腺刺激ホ  
ルモン  

マウスハイ  

ブリドーマ細  

胞   

ウシ胎児血  

：主 ′R  

ウシ血清ア  
ルブミン  

‾‾‾‾‾  
束ラージ  

マウスハイプ  米国  

＿ヽ● ＿．．ユ‾ソ‾ ランド、オー ストラリア  

テ元手ヲラ＝首（邁振亨緬夜前‾‾‾‾‾‾…  

結合組織、皮  
膚、甘く頭蓋  
骨、せき髄を  
含まない。せ  
き柱骨を含む  
可能性があ  
る。）に由来  
するペプトン  

米国  
チャイニー．  

ハムスター  

卵巣細胞  

チャイニース  
ハムスター卵  

巣細胞  ダルベポエテン アルファ（遺伝子組換  

エポエテンアルファ（遺伝子組換え）   え）  
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原材料名  原産国   

否東面こ…‾‾  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド、  

カナダ  
②③オース  
トラリア、  
ニューー  
ランド  

米国、カナ  

ダ  

米国、カナ  
ダ  

含有区分  

③ダルベポエテン アルファ（遺伝子組  

②エポエテンアルファ（遺伝子組換え）   換え）  

工ポエテンアルファ（遺伝子組換え）  
グルベポエテン アルファ（遺伝子組換  

え）  

トリプシン  
トリプシン  

乳糖  

ウシ胎児血 ごi ／R  

フォリトロピンベータ（遺伝子組換え）  

－＿      ヽ● ＿＿ユ‾‘ン‾ ランド、オー ストラリア  

ウシトランス  

フェリン  
フォリトロピンベータ（遺伝子組換え）  

＿ヽ小  
＿＿．ユ‾ン′‾■■  

ランド、オー  

ストラリア  

原産国不明  

（米国薬局  

方及びヨー  
ロッパ薬局  

方適合品）  

原産国不明  

（ATCC登録  

株）   

シェリン グ・プラウ   

ラ斉ヴ「古ビジ天＝ダ子音蔭亨緬換言テ‖‖  ブタインスリ  
ン  

フォリトロピンベータ（遺伝子組換え）  チャイニー．  

ハムスター  

卵巣細胞  

チャイニース ハムスター卵 巣細胞  

アレルゲンエキス  アレルゲン  

エキス  

アレルゲン  

エキス  

Aspergi”us  

fumigatus  

アレルゲンエキス  Alternarla  

kikuchian∂  
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生物由来成  
分名   

アレルゲン  
エキス  

アレルゲン  
エキス  

アレルゲン  
エキス  

原材料名  

受理日   2008／12／24  Candida  

albic8nS  

Cladosporioid  CladosporlUm  eS  

アルテプラーゼ（遺伝子組換え）注射剤  チャイニース  
ハムスター  

卵巣細胞   

ウシ胎児血  

清  

米国、オー  
ストラリア、  
ニュージー  

ランド、カナ  
ダ  

米国、カナ  

ダ  
天ヲ巨㌻‾‾‾  

結合組織、皮  
膚、骨（頭蓋  

骨、せき髄を  
含まない。せ  
き柱骨を含む  
可能性があ  
る。）に由来  
するペプトン  

トロンポプラ  
ステン  

人免疫グロ  
ブリンG  

人血清アル  
ブミン  

添加物  米国   
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概要   生物由来成  
分名   

ウシ胎児血  
清  

D－ガラク  

トース  

含有区分  

原産国  米国  
原材料名  一般名  

製造工程  リッキシマフ（遺伝子組換え）  

米国  

米国、カナ ダ  ラードウオー  

ター  

リッキシマブ（遺伝子組換え）  

米国、カナ  

ダ、オースト  

ラリア、  
ニューソー  
ランド  

ペプトン  リッキシマブ（遺伝子組換え）  
脛、ウシの心  
臓、脾臓及び  
ブタのラード  
ウオーターを  
ブタのパンク  
レアテン及び  
ペプシンで処  

理したもの  

製造工程  

ダ  米国、カナ  

米国、カナ  
ダ  

ペプシン  リッキシマブ（遺伝子組換え）  

カナダ、米  

国、ニュー  
ジーランド   
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生物由来成  

分名  
‾●  

二行ダブ仁者  
ラーゼ（遺伝  

子組換え）  

原材料名  

原産国  宿主細胞系  
含有区分  

チャイニーズ ハムスター卵 巣細胞  
は  
Dr．LA．Chasi  

n（CoIumbia  
University）  
より入手し  
たジヒドロ葉  
酸還元酵素  
（DHFR）欠損  

チャイニー  
ズハムス  
ター卵巣細  
胞（CHO）細  

胞系である  

ヒトチロトロ  
ビン アル  
ファ（遺伝子  

組換え）  

不明  

チャイニース ハムスター卵 巣細胞  

ヒトテロトロピンアルファ（遺伝子組換  

ロビン アルファ  

＿ユ■ンー  

ランド、オー  

ストラリア、  

アルゼンチ  
ン   
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米国の国立プリオン病病因調査センターに2002年5月か  

ら2006年1月に紹介された患者11名（平均発症年齢62歳）  
を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色′くターン  
およびマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは  
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性  
PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ感  
受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プI）オン病  
の中では捕ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多  
い可能性がある。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Ann Neuro12008ニ  

63 697－708  

米国テキサス南東部の健康な成人ドナー川0名の血液中  

のヒトヘルペスウイルス（HHV）陽性率とウイルスDNA量を  

RT－PCRにより調べた。その結果、HSV．1、HSV－2、VZV  
及びHHV－8DNAはどの検体からも検出されなかった。一  
方、EBVは72％、HHV－7は65％、HHV－6は30％、CMVはlObに  
検出された。また、1名の血液から6．1×10∧7geq／mlを超え  
るHHV－6TypeBが検出されたが、健常者における異常  
な高値は活動性感染や免疫不全とは関連が無いと思わ  
れる。  

血莱由来製品によるパルボウイルスB19伝播リスクを低  
減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  

案が示された。全ての血策由来製剤について、製造プー  
ル中のパルボウイルスB19DNAのウイルス負荷を確実に  

10000IU／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  

としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの 感度は少なくとも1000000ル／mlとするべきである。これら  
の基準を超えるものは使用してはならない。   

高力価の培養デングウイルスセロタイプ2をアルブミンお  

よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  

画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S′／D処理  
およびウイルスろ過）前の検体に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50  

アッセイおよびRT－PCRで測定した。その結果、全てのエ  
種が不活化一除去に有効であることが示された。   

ウイルス感染  Transfusion2008，  
48：1180－1187  

FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  

ダンス（案）  

パルボウイル ス  

デング熱  Transfusion2008：  
4臥1342－1347  
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感染症（PT）   

デング熱  

出典   

Transfusion2008：  
48：1348－1354  

概要   

2005年9月20日～12月4日のプ工ルトルコの米国赤十字 におけるすべての供血16521検体中のデングウイルス  

（DENV）RNAをTMA（transcrIPt10n．nlediatedampJificatJOn）  
法で測定したところ、12検体（0．07％）がTMA陽性であった。  

4検体は、R■卜PCR（D【NVセロタイプ2およぴ3〉陽性であっ  
た。R■「PCR陽性4検体中3検休でウイルスを培養するこ  
とができた。TMA陽性12検体中1検体がIgM陽性であっ  
た。ト16に希釈した場合は5検体のみTMA陽性であった   

2005年から200丁年に、テクングニヤウィルス（CHIKV）はレ  テクングニヤウ  
イルス感染  

Transfusion2008：  

48：1333－1341  ユニオン島で大流行し、供血は2006年1月に中断された。  
大流行中のウイルス血症血供血の平均リスクは、10万供  
血あたリ132と推定された。2006年2月の長流行時におけ  
るリスクは、10万供血あたり1500と最高であった。この期  
間中、757000人の住民のうち推定312500人が感染した。  
2006年1月から5月の平均推定リスク（0．了％）は、CHIKV  

NAT検査による血小板供血のリスク（0．4％）と同じオーダー  
であった。  

2005年の中国の4都市（Be山ng、Urmuchi、Kunmingおよぴ  
Guangzhou）における供血検体のHEV感染率を調べた。そ  
の結果、ルーチン検査（抗HCV、抗HIVl／2、H8sAg、梅毒  
およぴALT）陰性供血者の約1％Lま抗HEVIgMまたはHEV  
Ag陽性で、HEV感染の可能性があった。また、ALTスク  
リーニングは中国のHEV感染血排除に役立つ可能性が  
あった。  
1990年から2007年の中国における狂犬病発生傾向を調  
べた研究によると、最近8年間でヒト狂犬病症例数が急激  
に増加したことが明らかとなった。ヒト狂犬病は1990年か  
ら1996年の間は全国的な狂犬病ワクチン接種プログラム  
により抑制され、わずか159症例が報告されただけである  
が、2006年は32丁9症例と激増した。  

∨ox Sanguinis  

2008：95（Suppl．1）：  

282－283  

ProM【D－  

mai120080826．2660  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
2008：14：1406－  EmergInfectDis  1412  尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  

腎臓と膜胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  

感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
腎臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TS【の水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

BJood誌のprepublishedonlineに掲載されたヒツジにおけ  American Society 
of  
Hemat0logy／Press  
Releases2008年8  

月28日  

る研究によると、輸血によるBSE伝播のリスクは驚くほど  
高い。エジンバラ大学で行われた9年間の研究は、BSEま  
たはスクレイピーに焙染したヒツジからの輸血による疾病  
伝播率を比較した。その結果、BSEおよぴスクレイピーと  
も輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する  
前のドナーから採取された血液によっても伝播することが  
示された。   
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概要   

マウスPrPScと混合させることによって折り畳み異常が起  
こったハムスターPrPCは、野生型ハムスターに対して感  
染性を起こす新規なプリオンを生成した。同様の結果は、  
反対方向でも得られた。PMCA増幅を繰り返すとinvitro産  
生プリオンの順応が起こる。このプロセスは、lnVivoでの  
連続総代に観察される株の安定化を暗示させる。種の壁  
と株の生成がPrP折り畳み異常の伝播によって決定され  
ることが示唆される。  

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系続遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffo）d  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ  
ルスが検出された。  

出典  

Ce‖2008．134 

75フー768  

感染症（PT）  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

ウイルス感染  Proc Natl Acad Sci 
USA2008：105：  

14124－14129  

非定型BSE（BAS〔）に感染した無症候のイタリアの乳牛の  
脳ホモジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接  
種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvCJD接種  
サルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン  
を示した。感染牛と同じ国の孤発性CJD患者でPrPが異  
常なウエスタンプ⊂lツトを示す4例のうち3例のPrPresに同  
じ生化学的特徴を認めた。BASEの薯長類における高い  
病原性および見かけ上孤発性CJDである症例との関連  
の可能性が示唆された。  

南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナ  
ウイルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよび  
CDCで行われた検査の結果明らかとなったし詳細な分析  
が継続されている。一方、南アフリカでは患者と密接に接  
触した看護師が感染し、入院中である。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
PLoS ONE2008；3 

WHO／EPR2008年  

10月13日  
ウイルス感染  

南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナ  

ウイルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよぴ  
CDCで行われた検査の結果明らかとなった。このウイル  
スに関する詳細な分析が継続されている。一方、南アフリ  
カでは患者と密接に接触した看護師が慈染し、入院中で  
ある。  

ウイルス感染  WHO／EPR  
lO月13日  

2008年6月2日に処分されたカナダで13頭目の日S∈牛の調  

査報告である。当該牛はBrltishCoJumbiaの乳牛で、死亡  
時61ケ月齢あった。誕生から死ぬまで同じ農場で過ごし  
た。飼料コホートが207頭について実施された。この症例  
の検出により、カナダのBSEリスクパラメーターが変更さ  
れることはない。当該牛の所在および年齢は過去の症例  
と一致している。   

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年11月6日  
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「  

概要   

2008年8月15日、CFIAは、AIbertaの6歳の肉牛がBSEであ  

ることを確認した。カナダで14頭目のβSE牛である。どの  
部位もヒト食料または飼料システムに入っていない。国際  
ガイドラインに基づいた疫学的調査を実施中である。  

出典  

Canadian F00d  
lnspection Agency 
2008年8月15日  

米国アラ′くマの8SE確定ウシでウシプリオン蛋白遺伝子  
（Prnp）におけるE211Kと呼ばれる新規の遺伝子変異を同  
定した。この変異は遺伝性CJDのヒトにおいて見られる  
E200K病因性変異と同一であり、ウシPrnp遺伝子内で潜  
在的病原性変異を有するBSE確定ウシの最初の報告で  
ある。最近の疫学的試験によるとK211アレルは6062頸の  
ウシで全く検出されず、E211K変異は極めて頻度が低い  
（2000例中1例未満）。  

80836に同じ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOO156  

BSE  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年11月6日  

80836に同じ  
BSE  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年8月15日  

8083引こ同じ  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOO156  

80836に同じ  
8SE  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年11月6日  

8083引こ同じ   

BSE  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年8月ほ日  
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異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

感染症（PT）    ブ病  

PLoS Pathogens 
2008．4ニelOOO156  

ユーラシアおよび北米系統のH7型トリインフルエンザウイ  蔦才シテJ仁王ジ  

ザ  
米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  

ヒト血液  
乾燥濃縮人  
アンチトロン  

ビンⅢ  

Proc Natl Acad Sci 

USA2008．105．  

了558－7563  

ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3型、2002－2003年に米国北東部で分離されたH7N2  
型はα2－6結合シァル酸lこ対する親和性を高めたHAを保  
有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  

殖し、直接接触で感染できることが確言忍された。  

‾‾ 
有期惑お宿昔芋ジグち才）亡夫董石す才ヲ詣ラ〕rヲ富ジ育  

よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  

およびウイルスろ過）前の検体に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50  
アッセイおよびRT－PCRで測定した。その結果、全ての工  
程が不活化・除去に有効であることが示された。  

Transfusion2008： 48・1342－1347  

デング熱  

Blood汰のprepublishedonlineに掲載されたヒツジにおけ  

る研究によると、輸血によるBSE伝播のリスクは驚くほど  
高い。エジンバラ大学で行われた9年間の研究は、BSEま  
たはスクレイピーに感染したヒツジからの輸血による疾病  
伝播率を比較した。その結果、8SEおよぴスクレイピーと  
も輸血によリヒツジに効率よ〈伝博された。症状を呈する  
前のドナーから採取された血液によっても伝播することが  
示された。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

AmerlCan Society  
of  
Hematology／Press  
Releases2008年8  

月28日  

有効成分  ブラジル  ヘパリンナト  

リウム  
ヘパリンナトリウム注射液  

中国におけるエンテロウイルス：2008年4月29日現在、中  

国で乳幼児におけるエンテロウイルス（EV－71）による手足  

口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。死亡20  
例はAnhui省Fuyang市である。死亡例は全てEV－71感染  
による神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡  
した。全症例の死亡率は3月10－31日は11％であったが、4  
月17－29日には0．2％に減少した。   

WHO ZOO8年5月1 日  亨定日葡‾‖…  
有効成分  中国  精製下垂休  

性性腺刺激  
ホルモン  

の尿抽出物  
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感染症（PT）   

デング熱  

概要   

2008年3月28日現在、ブラジル保健局はデング出血熱647  

例を含むデング熱症例120570例を報告している（うち死亡  
48例）。2008年4月2日、リオデジャネイロ州は確定死亡例  
67例および調査中の死亡例58例を含む57010例を報告し  
た。同州では過去5年間はDEN－3が主なセロタイプであっ  
たが、DEN－2の循環が再興しており、小児における重篤  
例および死亡例が増加している。  

美園MidIandsで200卜2005年にMycobacterlurnbovis感染  
と同定された患者20名全員をDNA甫ng叩血山1gで評価し  
たところ、6名のクラスターが同定された。6名は全員が若  

い美園出身者で、共通のバーに出入りしていた。6名中5  
名は肺疾患を有し、1名はMbovis髄膜炎で死亡した。1名  
以外は低温殺菌されていない牛乳の摂取やウシとの接  
触もなく、共通のバーでのヒトヒト感染が示唆された。  

結核  しancet2007：369：  

1270－1276  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

米国の国立プリオン病病因調査センターに2002年5月か  
ら2006年1月に紹介された患者11名（平均発症年齢62歳）  
を覗べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色パターン  
およぴマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは  
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性  
PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ感  
受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プリオン病  
の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多  
い可能性がある。  

2008年10月初旬に南アフリカでアレナウイルスによる感  
染のアウトブレイクが同定された。9月12日から10月24日  
までに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院  
中である。死亡した4例では発病から死亡まで9－12日間  
であった。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ  
イルスが原因であることが明らかとなった。現在のところ  
新たな疑い症例はない。  

Ann Neuro12008ニ  

63：697－708  

I   t   

ウイルス感染  ProMED－  
m扇120081028．3409  
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概要   

CDC中国国立研究所の研究者らによる研究で、中国にお  
ける初めてのヒト顆粒球アナプラズマ症（HGA）症例およぴ  
それに続くHGAの初めてのとトヒト怒染が報告された。  
指揮患者は発熱・出血の発症の12日前lこダニに刺され、  
安徽省の病院に入院し、死亡した。死亡前12時間に患  
者と濃厚接触した28名中9名がAnaplasma  
phagocytophitumに感染した。9名全員が血液に接触し、7  
名が気道分泌物に接触していた。この研究はJAMA2008  
年11月19【］号に掲載された。  

出典  

ProMED－  

mait20081120．3661  

感染症（PT）   

細菌感染  

WHO2008年5月1 日  手足口病  中国  
ヒト下垂体性性腺刺激ホルモン  ヒト下垂体  

性性腺刺激  
ホルモン  

の尿抽出物   

8084りこ同じ  
WHO2008年4月10 日  

デング熱  

結核  Lancet2007．369：  

1270－1276  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

80841に同じ   Ann Neuro12008：  

63 697－708  

ウイルス感染  ProMED－  
m∂iほ00810283409  

細菌感染  ProMED－  
m訓120081120．3661  

143／171ページ  



血祭由来製品によるパルボウイルスB19伝播リスクを低  
減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  
案が示された。全ての血祭由来製剤について、製造プー  
ル中のパルボウイルスB19DNAのウイルス負荷を確実に  
10000IU／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの  
感度は少なくとも1000000IU／mlとするべきである。これら  
の基準を超えるものは使用してはならない。  

スロヴェニアで、HBs抗原陰性で抗HBc抗休陽性、抗H8s  
抗体低力価陽性、HE）VDNA陽性の濃厚赤血球と新鮮凍  
結血兼を輸血された59歳の患者が4ケ月後に急性8型肝  
炎を発症した。また同じ供血血液由来のRCCの輸血を受  
けた71歳の患者も7ケ月後にH8V感染を認めた。2例ともド  
ナーと同じ配列を有するジェノタイプDが感染していた。潜  
在性B型肝炎ウイルス感染者の血液は抗日Bs抗体が陽性  
にかかわらず、感染性を有した。  

パルボウイル ス  FDA／CBER2008年  
7月 業界向けガイ  

ダンス（案）  

B型肝炎  JHepato12008：48：  

1022－1025  

2004年9月20日に39歳日本人男性から献血された血液は  
ALT高値のため不適当とされ、HEV陽性であった。当該ド  
ナーの遡及調査の結果、9月6日にも献血を行い、HEV  
RNAを含有する血小板が輸血されていた。当該ドナーと  
親戚は8月14日にブタの焼肉を食べており、父親は9月14  
日に急性肝炎を発症し、E型劇症肝炎で死亡した。他に7  
名がHEV陽性であった。レシピエントは輸血22日目にALT  
が上昇し、HEVが検出された。  

供血時には血清検査陰性であったが、その後HBVDNA  
が検出された供血者由来の血液成分を輸血された2名の  
免疫不全患者について調べた。受血者1はHBVワクチン  
接種を受け、抗HBsキャリアであったが、赤血球輸血後  
13カ月で急性B聖肝炎を発症するまで他のHBVマーカー  
は全て陰性であった。供血者とH8Vシークエンスが一致し  
たため、輸血関連感染と確認された。受血看2は血小板  
輸血を受けたが、感染していなかった。   

E型肝炎  Transfusion2008二  

48：1368－1375  

B型肝炎  Transfusion2008：  

48：1602－1608  
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概要   

血焚交換、コルチコステロイドおよびコリンエステラーゼ阻  
害剤による治療を受けていた重症筋無力症患者が、アル  
ブミンを用いた血策交換を行った2週後にパルボウイルス  
B19感染による赤芽球減少症と診断された。アルブミン由  
来感染かどうかを確定することはできなかったが、アルブ  
ミンなどの血液製剤によるB19感染を除外することはでき  
ない。  

出典  

Lab Hemato12007：  

13：34－38  

パルボウイル  

感染症（PT）   ス  

日本のブタから分離されたHEVジェノタイプ3または4の4  
株について熱処理およぴフィルターによる除去の程度を  
検討した。HEVはアルブミン溶液中で600c5時間加熱後お  
よぴフィブリノゲン中で60Dc72時間加熱後も悠染力が検  
出されたが、PBS中で600c5時間加熱後およぴフィブリノ  
ゲン中で80Gc24時間加熱後には検出限界以下に不活化  
された。また、20nmナノフィルター使用により完全に除去  
された。  

E型肝炎  Vox SanguinlS  
2008：95：94－100  

ベルギー、  

ドイツ、フラ  
ンス、スペイ  

ン、オースト  

リア、オラン  
ダ  

ダナバロイドナトリウム  

有効成分  
日本   

結核菌熱水 抽出物  Z－100原液  

2007年1011月にパキスタンで発生したトリインフルエン  
ザA（H5Nl）の家族クラスターでは、25～32歳の兄弟3例が  
確定症例で、内1例が死亡し、2例は回復した。更に、同一  
家族内で感染可能性例1例、および無症候性の血清反応  
陽性例1例が検出された。1例日の症例のみが感染した  
家禽への接触歴があった。家族内での限定的なとトヒト  
感染が発生したが、コミュニティーヘは拡大しなかった。   

鳥インフルエン ザ  WklyEpidem101Rec  
2008：83二359－364  
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原材料名   

原産国  米国  
含有区分  

添加物  米国  

ウシ（心臓、  米国、オー  

ストラリア、  
ニュージー  

ランド  
格筋、骨髄、  血液、乳、骨  陪臓）  格筋、骨髄、  血液、乳、骨  膵臓）  

ガラクトシル  

人血清アル  
ブミンジエチ  

レントリアミ  

ン五酢酸テ  

クネチウム  
（99mTc）  

‾  
亨ジ砺存瓦  
こ重 ′R  

日本  
日本メジ  

アルブミンジエチレントリアミン五酢酸テ  
クネチウム（99mTc）注射液   

剤基準人血  
清アルブミン   

ニューー  
ランド、オー  

ストラリア、  

米国及びカ  
ナダ  

ディスク ファーマ  
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適正  
使用  

無  生物由来成   分名  ブタ謄臓由 来トリプシン  
感染症（PT）   

症例  看…‾  
含有区分  原材料名  報告者名   

ノボノル  

ディスク  
ファーマ  

有効成分  
エブタコグ  
アルファ（活  

性型）（遺伝  

子組換え）  

ズ古着テ7r  
ブミン  

該当しない  
ルフア（活性  

型）（遺伝子  

組換え）  

添加物  米国  

ー‾‾  
亨元プア  
イ、ニュー  
ジーランド  

中華人民共  
和国  

有効成分  
ドイツ  

パリビズマブ（遺伝子組換え）  

ンヤパン  

マウス培養細  米国  パリビズマブ（遺伝子組換え）  

マウスミエ ローマ細胞  ジャパン  

トランスフェ リン  
パリビズマブ（遺伝子組換え）  

ジャパン  

オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  
リボプロテイ ン  パリビズマフ（遺伝子組換え）  

ジャパン  
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‾‾ 
‾「竺   

生物由来成   分名  ウシ血清ア ルブミン  
一般名  原材料名  

パリビズマフ（遺伝子組換え）  

ジャパン  

‾‾‾‾‾●‾‾‾…   

7モ了j巨実亨ヲモ育苗字面換言ヲ   濃縮リビッド  オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  ジャパン  

アメリカ、プ エルトリコ   

Primatone  

RL（ウシ牌  

臓及び血液  

の酵素消化  

物）  

卵黄裏  ニワトリの受  

製造中止に より妃載な し  

咳当なし  

グ アルファ  
（遺伝子組  

換え）  

チャイニーズ  
ハムスター卵  
巣細胞株  
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含有区分   

添加物  

バクスター  
ルウオグト盲ゲ‾ラ冗ララて蓮高手態篠‾‾‾  福衰葡萄軒  

（抗第Ⅷ因  

子モノクロー  
ナル抗体製  
造用一2）  

培養補助剤  バクスター   
ルリオクトコグ アルファ（遺伝子組換 え）  （抗第Ⅷ因  

子モノクロー  

ナル抗体製  
造用－り  

製造工程  ウシ胎児血  
清（抗第Ⅷ  

因子モノク  
ローナル抗  
体製造用）   

ウシ血清ア  
ルブミン  

オーストラリ ア  

インターフェ  

ロン アル  

ファ（8ALL－  

1）  

ウシ胎仔血  

ニ▲ ′R  

ヒトリンパ芽  日本  
ロン アルファ（BAしし－1  

球細胞株  

オーストラリ  

ア、ニュー  
ジーランド  

ロン アルファ（BALト1  
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原産国   

中国、ポー  
ランド、オー  

ストラリア、  
ニューー  
ランド  

含有区分  原材料名  

ハムスター  日本   

（ヒトリンパ  

芽球細胞を  
皮下で増殖）  

抗IFN－αモ  ロン アルファ  

ノウローナル 抗休  

ンダイウイル  
スを増殖）  

素（センダイ  

ウイルスの  
ポリペプト  

ン）  

抗ハムス  
ター胸腺細  
胞ウサギ抗  
血清   

ン アルファ（BALし－1  

亨弓言腹禾…‾  
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生物由来成  
分名   

ヒト下垂体  
性性腺刺激  
ホルモン  

受理日   2009′′ノOl／30  

報告者名   

フェリング・  

ファーマ  

一般名  

原産国  アルゼンチ ン  
含有区分  原材料名  

ヒト下垂体性性腺刺激ホルモン  

ヒト下垂休性性腺刺激ホルモン  ヒト下垂体  
性性腺刺激  
ホルモン  

ヒト（閉権期  中国  

有効成分  
あすか製 薬  

日馬ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン  
‾‾  

王手宿毛寵  
性腺刺激ホ  
ルモン  

ヒト尿  
中国巨ブラジ ル  

南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナ  
ウイルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよぴ  
CDCで行われた検査の結果明らかとなった。このウイル  
スに関する詳細な分析が織続されている。一方、南アフリ  
カでは患者と密接に接触した看護師が感染し、入院中で  
ある。  

WHO／EPR2008年  

10月13日  
ウイルス感染  ヨウ化人血清アルブミン（131Ⅰ）  ヨウ化人血  

亡羊石窟‾‾‾‾‾‾  日本  

清アルブミン （1311）  

米国の国立プリオン病病園調査センターに2002年5月か  
ら2006年1月に紹介された患者11名（平均発症年齢62歳）  
を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色バターン  
およぴマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは 異なり 
、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性  

PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ感  
受性プI）オン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プリオン病  
の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多  
い可能性がある。   

米国テキサス南東部の健康な成人ドナー100名の血液中  
のヒトヘルペスウイルス（HHV）陽性率とウイルスDNA圭を  
RT－PCRにより調べた。その結果、HSV－1、HSV－2、VZV  

及びHHV8DNAはどの検体からも検出されなかった。一  
方、E8Vは72％、HHV－7は65％、HHV一別ま30％、CMVは1％［こ  

検出された。また、1名の血液から6．1×10（7geq／mlを超え  
るHHV－6TypeBが検出されたが、健常者における異常  
な高値は活動性感染や免疫不全とは関連が叛いと思わ  
れる。   

Ann Neuro12008． 63 697－708  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

有効成分  

精製ウロキ ナーゼ液  

中国  
ウロキナーゼ  

ベネシス  

ウイルス感染  Transfus10n2008： 48．1180－1187  
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感染症（PT）   

パルボウイル  
ス  

出典   

FDA／C8ER2008年  

7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

概要   

血兼由来製品によるパルボウイルスB19伝播リスクを低  
減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  
案が示された。全ての血策由来製剤について、製造プー  
ル中の／くルポウイルスB19DNAのウイルス負荷を確実に  
10000IU／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの  
感度は少なくとも1000000ル／m止するべきである。これら  
の基準を超えるものは使用してはならない。  

高力価の培養デングウイルスセロタイプ2をアルブミンお  
よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  
およぴウイルスろ過）前の検体に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50  
アツセイおよびRT－PCRで測定した。その結果、全てのエ  
程が不活化・除去に有効であることが示された。  

デング熱  Transfusion2008：  
48：1342－1347  

デング熱  2005年9月20日－12月4日のプエルトルコの米国赤十字  
におけるすべての供血16521検体中のデングウイルス  
（DENV）RNAをTMA（transcrlPtJOn－mediatedarnplificatLOn）  
法で測定したところ、12検体（0．07％）がTMA陽性であった。  

4検休は、RT－PCR（DENVセロタイプ2および3）陽性であっ  
た。RT－PCR陽性4検体中3検体でウイルスを培養するこ  
とができた。TMA陽性12検体中1検体がIgM陽性であっ  
た。1：16に希釈した場合は5検体のみTMA陽性であった  

Transfusion2008：  

48：1348－1354  

テラジグ三亨ウ イルス感染  
2005年から2007年に、テクングニヤウィルス（C川KV）はレ  
ユニオン島で大流行し、供血は2006年1月に中断された。  
大流行中のウイルス血症血供血の平均リスクは、10万供  
血あたリ132と推定された。2006年2月の長流行時におけ  
るリスクは、10万供血あたり1500と最高であった。この期  
間中、757000人の住民のうち推定312500人が感染した。  
2006年1月から5月の平均推定リスク（0．7％）は、CHIKV  

NAT検査による血小板供血のリスク（0．4％）と同じオーダー  
であった。  

Transfusion2008：  

48：1333－1341  

E型肝炎  2005年の中国の4都市（Bt軸ng、Urmuchi、Kunmingおよぴ  
Guangzhou）における供血検体のHEV感染率を調べた。そ  
の結果、ルーチン検査（抗HCV、抗HⅣ1／2、HBsAg、梅毒  
およぴALT）陰性供血看の約1％は抗HEVIgMまたはHEV  

Ag陽性で、HEV感染の可能性があった。また、ALTスク  
リーニングは中国のHEV感染血排除に役立つ可能性が  

あった。   

Vox Sanguinis 
2008：95（Suppl，1）：  

282－283  
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■‾…‾…  
感染症（PT）  髄天甫  

概要   

1990年から2007年の中国における狂犬病発生傾向を調  
べた研究によると、最近8年間でヒト狂犬病症例数が急激  
に増加したことが明らかとなった。ヒト狂犬病は1990年か  
ら1996年の間は全国的な狂犬病ワクチン接種プログラム  
により抑制され、わずか159症例が報告されただけである  
が、2006年は3279症例と激増した。  

出典  

ProMED－  

mai120080826 2660 

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膀胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
腎臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TS〔の水平啓染に何らかの役割を果たす可能性がある。  

2008．14．1406－  EmergJnfectDIS  1412  

Blood誌のprepublishedonlineに掲載されたヒツジにおけ  
る研究によると、輸血による8SE伝播のリスクは驚くほど  
高い。エジンバラ大学で行われた9年間の研究は、BS∈ま  
たはスクレイピーに感染したヒツジからの輸血による疾病  
伝播率を比較した。その結果、BSEおよぴスクレイピーと  
も輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する  
前のドナーから採取された血液によっても伝播することが  
示された。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

American Soclety  
of  
Hem8tOlogy／Press  
Re（eases2008年8  

月28日  

マウスPrPScと混合させることによって折り畳み異常が起  
こったハムスターPrPCは、野生型ハムスターに対して感  
染性を起こす新規なプリオンを生成した。同様の結果は、  
反対方向でも得られた。PMCA増幅を繰り返すとinvitro産  
生プリオンの順応が起こる。このプロセスは、血vivoでの  
連続継代に観察される株の安定化を暗示させる。種の壁  
と株の生成がPrP折り畳み異常の伝播によって決定され  
ることが示唆される。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

CelI2008．134．  

757「768  

ウイルス感染  インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffold  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検休からカルディオウイ  
ルスが検出された。   

Proc Natl Acad Sci 

USA2008：105  

14124－14129  
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概要   

一■＝■一一一■■■■■■■■■－■■一一－－－－－－－－－－－－－－－－－一■■■■－－－－－－－－－－一■■■■－■一一●●■■■■‾ 非定型BSE（BASE）に感染した無症候のイタリアの乳牛の  

脳ホモジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE接  
種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvCJD接種  
サルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン  
を示した。感染牛と同じ国の孤発性CJD患者でPrPが異  
常なウエスタンプロットを示す4例のうち3例のPrPresに同  

じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長類における高い  
病原性および見かけ上孤発性CJDである症例との関連  

の可能性が示唆された。  

感染症（PT）  異型クロイツ  

フェルトヤコ  
ブ病  

南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナ  

ウイルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよび  
CDCで行われた検査の結果明らかとなった。詳細な分析  
が継続されている。一方、南アフリカでは患者と密搾に接  
触した看護師が感染し、入院中である。  

WHO／EPR2008年  

10月13日  

ウイルス感染  

カザフスタンのKyzylordinsky地区で2008年7月1日に、暫  
定的に炭痕と診断され入院した35歳の男性は、7月3日に  
死亡した。この患者は病気の雌牛を屠殺していた。7月2  
日には同じ牛の屠殺に参加していた更に2名が炭症の疑  

いで入院した。この2名の状態は順調である。  

炭症  
ProMED－  

mai120080707．2061  

ベトナムHaGiang省で、2008年6月下旬に炭症に啓染した  
牛肉を食べた後、約420名が中毒となった。同省の予防保  
健センターは、感染した人々はMeoVac地方のPoOua村  
の約90家族であると発表した。2008年6月21日に、死因不  
明の雌牛の牛肉を食べた2家族が感染し、6月29日に2名  
が死亡し、3名が危篤である。  

ProMED－ mai120080708．2080  
炭痕  

2008年7月14日現在、キルギスタン南部で、ヒトにおいて  
炭症症例9例が確定され、34名が炭痕の疑いで入院中で  
ある。確定例のうちの1例である78歳男性は2008年7月10  
日に死亡した。この患者は感染した動物を屠殺した後、  
発病したが、数日間家で過ごし、7月9日に病院に行った  
時には手遅れであった。   

硬直…‾‾‾‾‾‾‾‾  
ProMED－  

mai120080716．2161  
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概要   

2008年7月15日、キルギスタン南部で、汚染した牛肉を食  

べた後、6名が炭痘で入院したと、当局が発表した。計167  
名が感染した牛肉を食べたことが判明している。うち危篤  
状態の6名は炭痘であることが確定された。他の161名の  
状態は観察中である。このアウトブレイクは南キルギスタ  
ンで約1ケ月のうちに2番目のアウトブレイクである。  

感染症（PT）   

炭症  

出典  

ProMED－  
m訓ほ0080718．2185  

2008年了月31日、カザフ緊急対策省は、炭痕による患者  

死亡を報告した。7月28日にカザフスタン南部のしenkor町  
の病院に入院した38歳男性は、集中治療にかかわらず7  
月30日に死亡した。この患者は病気のウシの屠殺中に庚  
痘に感染した。  

炭痘  ProMED－  

mai120080806 2419 

2008年9月16日共和国緊急省は、キルギスタン南部で炭  

痕の2つのアウトブレイクが報告されていると発表した。こ  
の致死的疾病はBatken地域で小児数名を含む14名で確  
定されている。全員が病気のウシを処分した後に感染し  
た。Jala卜Abad地域では虎痕の症状を示した6名が入院  
中である。  

炭症  
ProMED－  

mai120080918．2925  

スペイン保健省は、ヒト型狂牛病で死亡したスペイン人男  
性の母親もまた同じ疾病で死亡したと発表した。同じ家族  
で2名が狂牛病で死亡したのは世界で初めてと思われ  
る。母親は60代初めで、2008年8月に死亡し、2008年9月  
24日に狂牛病が原因であったことが確定された。彼女の  
息子は2008年2月に同じ病気で死亡していた。2005年以  
降、スペインでは計4例の狂牛病確定例が報告されてい  
る。  

2008年11月14日付けZimbabweTnbuneによると、ジンバ  
ブエ西部のMatabele［andNorth省Lupane地域で炭症のア  
ウトブレイクが有、少なくとも6人と200頭以上のウシが死  

亡した。感染したウシの肉を食べた村人数名が治療を受  
けている。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

ProMED－  

mai120080926．3051  

炭痘  
ProMED－  

mai1200811163621  

ジンバブ工西部のMatabelelandNorth省Lupane地域では  
最近の炭症のアウトブレイクの後、3000頭以上のウシが  
炭痘に対するウクチンを接種された。2008年11月14日、  
当局は前の報告とは異なり、ウシ147頸が死亡し、2人が  
死亡したと明らかにした。   

ProMED－ majほ0081117．3631  
炭痕  

155／171ページ  



「≒   

概要   

炭痕がジンパフェ南部を襲い、住民と家畜の生命を脅か  

している。MatabeLelandNorth省当局は炭痘による死者は  
2名と確定したが、Lupane近くのDongamuzi地区では6人と  
200頸以上のウシが死亡したとChronicle新聞は報告し  
た。ジン／けエ第2の都市Bul訓Vayaでは大部分の人が  
L岬anaのような田舎の動物の肉を買うため、アウトブレイ  
クが重大な関心事となっている。  

感染症（PT）   

炭症  

出典  

ProMED－  

maiは0081128．3751  

コレラの流行と混合して炭症のアウトブレイクはジンバブ  

エを最悪にしていると国際援助機闇は2008年12月1日に  

警告した。ジンバブエ北西部辺境ではヒトでの感染32例  
および死亡3例が報告されている。炭症により家畜150  
頭、ゾウ2頸、力／巾0頸および水牛50頸が既に死亡した。  
同地区では6万頭のウシが死亡する恐れがある。  

炭症  ProMED－  

mai120081201．3774  

80896に同じ  
炭症  

ProMED－  

m8j120080707．2061  

80896に同じ  炭症  ProMED－  

mai120080708．2080  

80896に同じ  炭痕  
ProM∈D－ mai120080716．2161  

80896に同じ  
炭症  

ProMED－  

mai120080718．2185  

80896に同じ  
硬直‾‾－……‖  

ProMED－  

mai120080806．2419  

80896に同じ  炭症  ProMED－  

maiほ0080918．2925  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

炭症  

ProMED－  

mai120080926 3051 

ProMEDr  

mai120081116．3621  

炭症  ProMED－  

m∂iほ0081117．3631  

炭症  ProMED－  

mai120081128．3751  

炭痕  
ProMED－  

mai120081201．3774  

バミテプラーゼ（遺伝子組換え）  
吉行す緬葡‾‾‾  

チャイニース ハムスター卵 巣細胞  

有効成分  レビパリンナ  

トリウム  

中国  

ヘパリン  

日本生物  
ヒト胎盤抽出物  

ヒト胎盤  
リンハ）性脈絡髄  

膜炎  

CDC／MMWR2008：  

57（29）：799－801  

2008年4月15日に臓器調速機関が、同一のドナーからの  
腎移植レシピエント2例が重症となり、うち1例が死亡した  

とCDCに通知した。2008年4月22日の検査結果から、ド  
ナーとレシピエント2名は全員リンパ球性脈絡髄膜炎ウイ  
ルス（LCMV）陽性で有、ドナーからの伝播であったことが  
確認された。移植前にはHJV、HBV、HCVなどの梓準的な  
ドナースクリーニング検査は行っていたが、LCMVの検査  
は行っていなかった。   
米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年10月12～21日に手  

術後の輸血を受け、敗血症および多臓器不全をきたした  
後、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、  
11月3～5日の血液検体からPCR及び杭休検査でアナプ  
ラズマ症慾染が確認された。血液ドナーの1人にA．  
phagocytophiIum陽性がPCR及びJFA検査で確認され、血  
液ドナーに感染源が確認された初の事例となった。   

日本  

ヒト胎盤抽 出物  

細菌感染  
CDC／MMWR2008： 5了・1145－1148  
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巨＿   

■●■■－－一一－－－－－－一一－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－一－一一－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－‾  

概要   

一－●■■－－－●－－－－－－－－－－－－一－－一－－－－－－－一一－■■■t■－－－－－一一一一一一■t－■■●■一－●‾‾‾‾‾‾  

日本のCJDサーベイランスグループの調査によると、死  
体硬膜移植片（大部分がドイツ製品しyodura）に関連した  

CJDと同定された症例数は1996年には43例であったが、  
2008年には132例に増加した。132例全員が1978～1993  
年に硬膜移植を受けており、1985年9月から2006年10月  
に発症した。発症時の平均年齢は55歳（18－80歳）で、潜  
伏期間中央値は12．4年で、最長24．8年であった。  

感染症（PT）  クロイツフェル ト・ヤコブ病  

出典  

CDC／MMWR2008：  
57（42）：1152－1154  

－■－■－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－一一－－－＝－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－●●●－‾ 2007年1月1日～12月31日に英国中の血液センターから  

NHS8T／HPATTけ－ベイランスにTTIが疑われる報告が  
25件有、調査の結果、3件（全て細菌）がTTIと判定され  
た。3件中2件は赤血球輸血に関連、1件は血小板輸血に  
関連していた。21件はTTIではないと判定され、CMVの1  
例は調査が完了していない。赤血球のレシピエントにおい  
て細菌のTTlが確認されたのは1999／2000年以降初めて  

である。  

HPA／HeaLth  
Protect10n Report  

2（43）2008年10月  
24日  

葡薗感賞‾‾‾‾‾‾  

ストレプト  

コックス・ピ  

オゲネス（A  

群3型）Su株  
ペニシリン処  

理凍結乾燥  
粉末  

物注射用  Su株ペニシリン処理凍鯖乾燥粉末  

牛肉  

Su株ペニシリン処理凍結乾燥粉末  

ズヲFジ試聴 末  

Su株ペニシリン処理凍結乾燥粉末  

Su株ペニシリン処理凍結乾燥粉末  
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概要   

FDAの抗ウイルス剤諮問委員会はSoIvay社のCreon  

（PancreIIPaSe徐放剤、NDA20－725）およぴその他の桂酵  
素製品（PEPs）がブタ由来であることから、ブタウイルスに  
よるヒトへの焙染リスクについて検討した。今までにヒトに  
おける感染が発生したとのエビデンスはないが、全ての  
ブタ由来PEPは動物のウイルスを含有し、ヒトにおける感  
染のリスクをもたらす可能性があるとラベルに記載すべき  
であると勧告した。  

感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  

FDA／CDER  

Meeting of the 
Antiviral Drugs 

AdvisorY  

Committee2008年  
12月2日  

原産国   

ウシ：l山脇  

（米国）、骨  
格筋（米国、  
オーストラリ  
ア）、脂肪組  

織（米国）、  

骨髄（米  

国）、結合組  

織（米国）、  
ブタ：心臓、  

膵臓、胃（米  
国、イタリ  
ア、カナダ）  

含有区分  原材料名  報告者名   

中外製薬  ストレフトコックス■ビオケネス（A群  
Su株ペニシリン処理凍結乾燥粉末  格筋、骨髄、  

脂肪組織、結  
合組織、乳、  
ブタ心腹、膵  
臓、胃  

lHewitt Broth 

ブラだ盃汗名証㌫三蒲㌫話石iヌあ葡蕃モ石融「ラ示〕官  
ンにおいてブタからEbola－Restonウイルスが検出されたこと  

を受けて、フィリピン政府がFAO、OIEおよぴWHOに専門  
家の派遣を要請した。2007年およぴ2008年にNuevaEc掬  
およびBulac8nの農場においてブタの死亡が増加したこと  
からフィリピン政府による調査が開始され、ブタ繁殖・呼  
吸器障害症候群（RRRS）およぴEbola－RestonウイJレス感染  
が確認された。フィリピンのサルにおいては感染が確認さ  
れている。  
2008年12月8日、アイJしランド政府より、アイルラント■国内におけ  

るモニタリング検査において、豚肉から欧州委員会の設  
定する基準値を超えるダイオキシンが検出されたため、  
2008年9月以降に食肉処理されたすべてのアイJしランド産豚  
肉等について回収措置を講じるとの通報があった。アイ  
ルランド政府は養豚用の家畜飼料がダイオキシンに汚染  
されていたことが原因としている。  

エボラ出血熱  OIE Press Release  
23Dec2008  

厚生労働省医薬食  

品局 食品安全部  
監視安全課 輸入  
食品安全対策課  
（2008′′12／′′8）  

中毒  
米国、カナ  

ダ、デン  
マーク、英  
国、ドイツ、  
オランダ、ポ  
ルトガル、ベ  
ルギー、フラ  
ンス、アイル  
ランド、スペ  
イン、ハンガ  
リー、韓国   

ヒトインスリ  エポエテン ペータ（遺伝子組換え）  
中外製薬  

FDAの抗ウイルス剤諮問委員会はSolvay社のCreon  
（Pancrelipase徐放剤、NDA20－725）およびその他の隊酵  
素製品（PEPs）がブタ由来であることから、ブタウイルスに  
よるヒトへの感染リスクについて検討した。今までにヒトに  
おける感染が発生したとのエビデンスはないが、全ての  
ブタ由来PEPは動物のウイルスを含有し、ヒトにおける感  
染のリスクをもたらす可能性があるとラベルに記載すべき  

であると勧告した。   

ウイルス感染  FDA／CDER  
MeetJngOfthe  
AntJVJraIDrugs  
Advisory  
Comml仕ee2008年  

12月2日  
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概要   

ブタにおけるEboLa－Restonウイルスの初めての検出：フィリピ  
ンにおいてブタからEbola－Restonウイルスが検出されたこと  

を受けて、フィリピン政府がFAO、OIEおよぴWHOに専門  
家の派遣を要請した。2007年およぴ2008年にNuevaEc由  
およぴBulacanの農場においてブタの死亡が増加したこと  
からフィリピン政府による調査が開始され、ブタ繁殖・呼  
吸欝障害症候群（RRRS）およぴEbola－Restonウイルス感染  
が確認された。フィリピンのサルにおいては感染が確認さ  
れている。   

感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  

0IE Press Release  

23Dec2008  

米国  トロンボモ  
ヒト成人肺組  

デュリンアル  
ファ（遺伝子  

組換え）  

織及びヒトさ  
い構内皮細  
胞由来 cDN  
Aを組み込ん  

だチャイニー  
ズハムスター  
卵巣細胞  

マウスハイプ  米国  
抗トロンホモ  
デュリンアル  
ファマウスモ  
ノクローナル  
抗体  

リドーマ細胞  
をマウス腹腔  
内に捧種して  
得られた腹水  
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生物由来成  
分名   

ヒト絨毛性  
性腺刺激ホ  
ルモン（日  

局）  

概要   

2008年、／くイーア州においてデング熱症例30．000例以上  
が記録されており、2007年同時期と比較して224？も増加し  
た。死亡症例は6件であった。また、リオデジャネイロにお  

いても195000件が登録され、死亡例は142件であった。  

感染症（PT）   

デング熱  

出典  

ProMED  

20080701．2005  

JUL．2008  

原産国  ブラジル  
含有区分  原材料名  一般名   

…‾  
富〔葡毛僅複醐頚木冗喜ジて官房丁  

報告者名  

南アフリカおよぴザンビアにおけるアレナウイルス科の新規  
ウイルス：南アフリカの国立感染症研究所は、米国CDCが以下  

の疾患患者3例について病原因子を特定するための検査  
を行い、新型のウイルスを突き止めたことを発表した。ザ  
ンビアに居住する会社員で治療のため南アフリカに移動し  
2008／9／14死亡（初発症例）。初発症例の介吾妻をした2名で  
ヨハネスブルグの病院でそれぞれ10／′2と10／5に死亡。   

セアラ州におけるデング熱の検査確認症例は41172例、  
死亡症例は16例である。1986年以来、1994年の47789例  
についで2番目に大きい流行である。州都フォルタレーサ  
でセアラ集の検査確認症例の74．4％が発生した。  

ウイルス感染  The MercurY  
Oct122008  

ProMED20081028－ 33980ct28．2008  デング熱  

リオデジャネイロ州においてデング熱が大発生しておリ  
2008年10月29日までに登録されたデング熱症例は  
250026（死亡確定症例181例を含む）で有、他にデング熱  
による死亡が疑われる143件について調査中である。  

ProMED20081104－ 3459NovO4．2008  デング熱  

ハリケーン被害地域（ルイジアナ州およぴミシシッピ州）の  

2006年のウエストナイルウイルス感染発生率は2002－  
2005年の平均発生率と比較して2倍以上に増加した。  

ウエストナイル ウイルス  
添加物  

米国  
人血清アル  
ブミン  

EmergInfectDis  
14：804－807  

May2008  
インターフェロンアルファー2b（遺伝子組 換え）  

シェリン グ・プラウ  

2008年、バイーア州においてデング熱症例30．000例以上  
が吉己録されており、2007年同時期と比較して22肪増加し  
た。死亡症例は6件であった。また、リオデジャネイロにお  
いても195000件が登録され、死亡例は142件であった。  

ロシア（／くシコルトスタン共和国）において腎症候性出血  

熱（HFRS）に400人以上が感染し、2例が死亡した。400例  
は2007年に記録された症例数のほぼ2倍である。同共和  
国領域は世界でも有数のHFRSウイルス分布の高い流行地  

域で有、感染率のトクは赤ハタネズミの個体数増加と一  
致すると予想された。   

ProMED  

20080701．2005  

JUL．2008  

デング熱  

ProMED20080714－ 2139J山14．2008  ハンタウイルス  
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lし▲   

概要   

2008年4月15日に臓器調速機関が、同一のドナーからの  
腎移植レシピエント2例が重症となり、うち1例が死亡した  

とCDCに通知した。2008年4月22日の検査結果から、ド  
ナーとレシピエント2名は全員リンパ球性脈絡髄膜炎ウイ  
ルス（LCMV）陽性で有、ドナーからの伝播であったことが  
確認された。移植前にはHIV、HBV、HCVなどの榛準的な  
ドナースクリーニング検査は行っていたが、LCMVの検査  
は行っていなかった。  

感染症（PT）   

‾  
筍六葡耐福葡  
膜炎  

出典  

CDC／MMWR2008：  

57（29）：799－801  

コルド／く州の公立病院で輸血を受けた集中治療患者2名  

がHⅣ感染した。ドナーは2007年12月の献血時は陰性、  
再び献血した2008年5月に陽性が確認され、2007年12月  
の献血直前lこ川∨に感染したと思われる。  

Associated Prcss  

Aug．15．2008  

HlV  

ポーランドで急性トキソプラズマ症および急性パルボウイ  
ルス症の血清学的特徴が旺明された妊婦の胎児に、胎  
児水痘症あるいは脳質拡大、胎児水腫、子宮内胎児死  
亡、羊水異常が見られた。   

l  

においてA型肝炎症例の増加が観察されており、年初か  

トキソプラズ  
マ・パルボウイ  
ルス啓染  

A型肝炎  

GinekoIPo179  

186－1912008  

Eurosurve＝ance vo  

13，40．Oct．2．2008  

ら9月28日までに602例が報告され、2007年の同時期に8  
倍、2003－2007の各都市の同時期平均と比べて6倍で  
あった。  

シンがホ○－ルにおける輸血によるデング熱出血感染症：2007  デング熱  N EnglJMed  
359（14）1526－1527  

0ct．2．2008  
年7月に献血をしたデング熱ウイルス（2型）ホ症候性ドナーか  

ら赤血球及び新鮮凍結血柴レシピエント（2例）がデング熱ウイ  

ルス（2型）陽性であることが判明し、血小板レシピエント（1例）も  
二次性デング熱感染について血清学的エビデンスがあっ  
た。  

NEngtJMed359（14）1526－1527に掲載された報告によ  

ると、2007年シンカ甘－ルにおいて献血ドナーの52歳の男性  
から輸血された3例（62．了2．74歳の男性）がデング熱ウイル  
スに感染した。3例の状態は良好である。  

芋ジグ熟■……  
BloombergOct，02． 2008  

南アフリカおよびザンビアにおけるアレナウイルス科の新規  

ウイルス：南アフ他の国立感染症研究所は、米国CDCが以下  
の疾患患者3例について病原因子を特定するための検査  

を行い、新型のウイルスを突き止めたことを発表した。ザ  
ンビアに居住する会社員で治療のため南アフリ加こ移動し  
2008／9／川死亡（初発症例）。初発症例の介護をした2名で  
ヨハネスブルグの病院でそれぞれ10／2と10／5に死亡。  

草稿指感官‾  
The Mercury  

Oct．122008  
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概要   

輸血によるAnaplasmaphagocytophiLium感染、ミネソタ州  
2007年：64歳の女性ドナーおよぴ68歳男性レシピエントから  

アナプラズマが検出され、赤血球製品輸血による感染が  
確認された。  

デング出血熱、2008年最新情報－インドネシア（ジャワ）：  

中部ジャワ州BanyunlaS県の衛生当局は2008年11月中旬  
までのデング熱症例551例が記録され、2007年と比べて  
症例数が2倍以上増加したことを報告した。死亡例は5件  
であった。  

感染症（PT）   

細菌感染  

出典  

CDC／MMWR  
57（42）．1145－1148  

0ct．24．2008  

デング熱  ProMED  

mai120081118－3636  

Nov18，2008  

ProMED  

mai120081118－3636  

Nov18．2008  

ス  
20081120－3664  

Nov20．2008  

デング熱  デング出血熱、2008年最新情報一米領サモア：2008年1月  
以降のデング熱の確定診断症例数が400例に達した（評  
価者注：2007年は109例）。うち死亡は1例である。   

腎症候性出血熱←ロシア（サマラ州）．サマラ州の住人にお  

ける腎症候性出血熱の症例数は2007年の3倍に増加し、  
2008年10月までの症例数は222例であった。調査によリヒ  
トヘの恕染源であるげっ歯類の28％が感染していることが  
示された。  

ハンタウイル  

季節外れのデング熱症例の増加－ホーチミン市：ホーチミ  

ン市熱帯病院の副院長によると毎日30例から50例のデン グ熱症例を受け入れ150から200例を入院させている。市  
の保健当局高官によると2008年には14000例が記録さ  

れ、2007年に比べて35％の増加であると述べた。  

オランダ・ブラバント州の公衆衛生局が行った調査でQ熱  

の症例報告数が急激に増加し、2008年7月21日付けで  
491症例が報告されている。陪染症管理センター長による  
と、実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると  
思われる。2007年まではQ熱はオランダではほとんど存  
在しなかった。  

インド東部のケソクルプラデシ州で小児を死亡させている  
原因不明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより  
急性脳炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数  
週間におよそ800人の患者が発生し150人が死亡したと報  

告され、その数は増加すると見られている。血液検査で  
日本脳炎陽性となった患者は5％以下であった。日本脳炎  
と工ンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査  
中である。  

デング熱  Thanh Nien News  
Nov．27．2008  

リケッチア症  ProMED－  
mai120080728．2306  

ProM∈D－ m∂iほ0080828．2697  ウイルス性脳  
炎  

Proc Natl Acad Sci 

USA2008：105．  

14124－14129  

ウイルス感染  インフル工ンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、SaffoId  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検休からカルディオウイ  
ルスが検出された。   
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感染症（PT）   

ウイルス感染  

概要   

2008年10月初旬に南アフリカでアレナウイルスによる感  
染のアウトブレイクが同定された。9月12日から10月24日  
までに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院  
中である。死亡した4例では発病から死亡まで9～12日間  
であった。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ  
イルスが原因であることが明らかとなった。現在のところ  
新たな疑い症例はない。  

出典  

ProMED－  
mai120081028．3409  

米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年10月12～21日に手  
術後の輸血を受け、敗血症および多楓器不全をきたした  
後、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、  
11月3－5日の血液検体からPCR及び抗体検査でアナプ  
ラズマ症感染が確認された。血液ドナーの1人にA．  
phagocytophilum陽性がPCR及びJFA検査で確認され、血  
液ドナーに感染源が確認された初の事例となった。   

細菌感染  CDC／MMWR2008：  
57．1145－1148  

へ／引ノンナト リウム  

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子  
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  
人免疫グロブリン  
フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  
乾燥濃縮人活性化プロテインC  
ヒスタミン加人免疫グロブリン製剤  
トロンビン  
乾燥スルホ化人免疫グロブリン  
人血清アルブミン  
乾燥ペプシン処理人免疫グロブリン  

初代腎臓培 養細胞  
乾燥弱毒生風しんワクチン  

オーストラリ  

ア、米国、  
ニューー  
ランド、カナ  
ダ  

乾燥組織培養不活性化狂犬病ワクチン  
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分名   

生物由来成    血清  
原材料名  原産国   

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

含有区分  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥組織培養不活化A型肝炎ワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

筋アデニル  
酸  ②乾燥弱毒生風しんワクチン  

③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
④乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

ペプトン  日本、米国  
〔p乾燥和昭曙養侵そうワクチン  
②沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
③沈降破傷風トキソイド  
④ジフテリア破傷風混合トキソイド  
⑤ジフテリアトキソイド  
⑥コレラワクチン  
⑦乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
⑧乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  
⑨沈降精製百日せきジフテリア破傷風  
混合ワクチン  
⑯破傷風トキソイド  

②～⑯製 造工程  

コレステロー  ヒツジ毛  

ニュージー ランド、オー ストラリア  
且）乾燥和服培養癒そうワクチン  
②乾燥弱毒生風しんワクチン  
③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
④乾燥組織堵養不活化狂犬病ワクチン  

ル 

乾燥細胞培養癒そうワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

エリスロマイ  

シンラクトビ  

オン酸塩  

米国、カナ  

ダ、オラン ダ、ニュー ジーランド  清療法研  
化学及血  究所  

葡蕗系薩誉‾‾‾  米ミネソタのブタ処理施設における神経疾患症例のクラ  
スターに関する継続調査。米国処理施設の調査で3施設  
のみにおいて脳組織を摘出するための圧縮空気技術の  
使用が確認され、3施設全てで合計施設労働者24名の進  
行性炎症性神経障害（PIN）発症が確認されている。作業  
仮説は依然として、これらの労働者神経障害を引き起こ  
す自己免疫反応の進行を導く細かい霧状の脳組織に暴  
露された、ということである。   

Health ProtectJOn  

ReportVot．2．No32  

2008年8月8日  
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感染症（PT）   

E型肝炎  

出典   
IDWR感染症週報  

2008年第36遇  

概要   

柑99年4月（感染症法施行）～2008年第26遇に都道府県  
から報告された288例のうち、国内感染例218例、男性177  
例、女性41例である。感染経路は経口感染があり、飲食  
物の記載があったものは111例で、内訳はブタ47例、イノ  
シシ24例、シカ15例である。予防は肉や内臓を充分加熱  
することである。  

食品加エフタ内鹿処理を業務とする従業員の男性（68歳）  
に発症した細菌性髄膜炎においてStreptococcussuisが  
同定された。本菌感染と職業との関連が推定されたが、  
具体的な感染経路は不明である。また、ヒトーヒト感染は  
確認されていない。  

レンサ球菌感 染  
IASR2008：Vo129：  

No92008年9月  

インフルエンザ  
米国CDCは国内の季節性インフルエンザの活動性に関  

する最新情報1例を報告した。テキサス保健当局に報告さ  
れた情報によると患者は2008年10月中旬にブタとの数回  
陣触後、ブタインフル工ンザウイルスA／川Nlに感染した。  

当局は疾患の詳細は把握していないが、患者の家族又  
は接触者には発症していない。  

ProMEDmaiI200811  

25．3715  

インフルエンザ  米国2008年9月28日～11月29日におけるインフルエンザ  
ウイルスの活動性に関する報告。新規のインフルエンザA  
ウイルスに感染したヒト症例1伊い4歳）がTexasから報告  
された。ブタとの数回操触後、ブタインフルエンザウイル  
スA／HINlに感染した。症例は回復し、患者の家族又は  
接触者には発症していない。  

CDC／MMRW  

57（49）1329－  

1332／2008．12．12  

フィリピンにおいて少なくとも一人が検査でEbola－Restonウ  

イルス陽性：Ebola－Restonウイルス感染は2008年に2ケ所のブ  

タ農場で発見され、これらの農場の労働者50人以上がウ  
イルスに曝露したが、検査陽性は1例のみで有、症状は出  
ていない。ブタからヒトへの感染は今回が初めて。2009年  
1月23日   

米国lowa大学公衆衛生学TaraSmith教授はブタ生産シス  
テム会社からMRSA ST398株がブタとヒトにおいて発見さ  
れ、ブターヒト間の伝搬が示唆されたことを報告した。   

ProMEDmai1  

20090123．0293  

黄色ブドウ球  
菌感染  

ProMEDmai1  

20090126．0348  
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使用  

適正  讐 無  生物由来成   分名  ヘパリン  
感染症（PT）  

症例  蕪…‾  
含有区分  

原産国  ブラジル  
原材料名  報告者名   

‾‾  
百有襲蕃  

⑨添加  

物・製造  
造工程   工程  

②人血清アルブミン（5ワふ）  

③人血清アルブミン（2肌）  
④人血清アルブミン（25％）  

⑤乾燥ポリエチレングリコール処理人免  
疫グロブリン  
⑥トロンビン  
（苛乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  

⑧人免疫グロブリン  
⑨乾燥人血液凝固雇Ⅸ因子複合休  

米国の国立プリオン病病因調査センターに2002年5月か  

ら2006年1月に紹介された患者11名（平均発症年齢62歳）  
を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色パターン  
およびマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは  
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性  
PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ審  
受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プリオン病  
の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多  
い可能性がある。  

インフル工ンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffold  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ  

ルスが検出された。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

亭国∵言海H  
ヒト尿  

ミリモスチム  Ann Neuro12008：  

63二697－708  

Proc Natl Acad Sci 
USA2008：105．  
14124－14129  

ウイルス啓染  

米国で1981年11月に原因不明の発熱を呈した8ケ月の女  

児の大便検体から同定されていない病原体を培養し、単  
離したウイルスのヌクレオチド配列を調べたところ、  
Theilerのマウス脳脊髄炎ウイルスと高い相同性を示し  

た。ウイルスゲノムのほぼ全長配列と系統遺伝学的解析  
から、このウイルスはピコナウイルス料カルディオウイル  
ス属であることが明らかとなった。この新規のウイルスを  
SAF－∨と命名した。  

カナダにおいて、Saffoldウイルスに関連するカルジオウイ  
ルス分離株が呼吸器症状を有する3名の子供からの1咽  
頭吸引物から検出された。Canl1205卜06分離株のポリプ  
ロティン配列は、Saffoldウイルスと91，2％のアミノ酸同一性  
を有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、  
かなり異なっていた。   

ウイルス感染  
2007，45．2144－  JCIIn MICrObio1  2150  

ウイルス感染  EmerglnfectDis  
2008．14：834－836  
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感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  

EmergInfectDis  
2008；14：1398－  
1405  

概要   

ドイツとブラジルの全年齢群の胃腸炎患者由来の大便検  
体844例においてSaffoh】様ウイルスに関するシステマ  
テイツク分子スクリーニングを行った。その結果、6歳未満  
の患者で6つのカルディオウイルスが同定され、6名中4名  
では共感染していた。大流行／くターンに関するエビデン  

スは得られなかった。系統遺伝学的解析の結果、3つの  
異なった遺伝的系統が同定された。2大陸で非常に近い  
株が見つかったことから、ヒトにおける世界的な分布が疑  
われる。  

2001年および2002年の台湾南部におけるデング熱アウト  
ブレイクでは、2002年の方が感染症例数および重症度と  
も増加した。重症化を伴ったウイルス進化を調べるため、  
流行時の患者31名（デング熱14名、デング出血熱17名）の  
血策由来のデングウイルス2型配列を調べた。工ンベロツ  
プおよび全ゲノム配列解析の結果、2つのアウトブレイク  
のウイルス間で4つの遺伝子における5つのヌクレオチド  
変化が明らかとなり、2002年ウイルスは2001年ウイルス  
のマイナー変異株由来であることが示された。  

デング熱  
Hyg2008：79：495－  AmJTropMed  504  

結核  第117回日本結核  
病学会東北地方会  
（2008年9月20日）  

38．50cの発熱を主訴とし来院した54歳男性は胸部X線写  
真ですリガラス陰影を認め、尿中レジオネラ抗原陽性の  
ため、レジオネラ肺炎と診‡折された。患者喀疾から  
LrubriLucens、温泉水からLrubnIucensとLpneumophilaの  
2菌種が分離された。尿中抗原検査はL．pneumophita陽性  
を示し、患者はL．rubrilucensとLpneumophilaの複合感染  
と推定された。L，rUbrilucensが同定された国内外初めて  
の肺炎症例である。  

lよご   

チクングニヤウ  
イルス感染  

2007年にテクングニヤウイルス（CHIKV）の新たな広範囲  

のアウトブレイクがあったインドのケララ州の3つの最悪感  

染地区で収集された分離株ウイルスについて、遺伝子配  
列の解析を行った。その結果、糖蛋白エンベロープ1（El）  
遺伝子の配列に、ヒトスジシマカにおけるC川KV感染性を  
上げるとされるA226V変異が認められた。   

新たな狂犬病ウイルス変異体の同定：アメリカのカリフォル  

ニアで狐にかまれたメキシコ移民男性が2008年3月に死亡し  
た。脳のサンプルから単離したウイルスの塩基配列の解析  
より昆虫食コウモリの狂犬病ウイルスクレイドの特徴的分  
子構造を有するが、遺伝的多様性としては5％有、高度に  
保存された321番目のヒスチジンがグルタミンに変異して  
いることから、新たな考王犬病ウイルスとして分類した。  

JGenViro12008：  

89：1945－1948  

亨王犬病  EmergInfectDis．  
2008Dec（Epub  
aheadofprlnt）  
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概要   

広範性らい腫らい（DLL）により死亡した患者から  
Mycobactenum属の新種が確認された：DLLにより死亡し  
た1症例から肝組織、他の1症例から皮膚組織から抗酸菌  
のDNAを抽出し16SribosomalRNA遺伝子および他の5つ  
の遺伝子の相同性を解析した。その結果。らい腫（M．  
leplae）と共通の起源ではあるが、そこから分岐した別の  

mycobactenaであることからMlepromatosisと命名した。  

感染症（PT）   

ハンセン病、ら  
い腫型  

出典  

AmJClin PathoI．  
130：856▼864，2008  

バクスター  
ルリオクトコ  
グ アルファ  
（遺伝子組  

換え）  

ルリオクトコグ アルファ（遺伝子組換 え）  チャイニーズ  
ハムスター卵  
巣細胞株  

高力価の培養デングウイルス セロタイプ2をアルブミンお  
よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  
およぴウイルスろ過）前の検体に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50  
アツセイおよびRT－PCRで測定した。その結果、全てのエ  
程が不活化・除去に有効であることが示された。  

Blood誌のprepublishedonlineに掲載されたヒツジにおけ  
る研究によると、輸血によるBSE伝播のリスクは繁くほど  
高い。エジンバラ大学で行われた9年間の研究は、8SEま  
たはスクレイピーに昏染したヒツジからの輸血による疾病  
伝播率を比較した。その結果、8SEおよびスクレイピーと  
も輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する  
前のドナーから採取された血液によっても伝播することが  
示された。  

デング熱  人Cl－インア  
ヒト血液  

米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア  

Transfusion2008，  

48：1342－1347  クチベーター  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

ArTlerican Society  
of  
HematoIogy／Press  
Releases20O8年8  

月28日  

CSLベー  

破傷風抗毒素  
フィブリノゲン加美XIlI因子  

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  

ブタにおけるEbola－Restonウイルスの初めての検出：フィリピ  
ンにおいてブタからEbola－Restonウイルスが検出されたこと  

を受けて、フィリピン政府がFAO、0IEおよぴWHOに専門  
家の派遣を要請した。2007年およぴ2008年にNuev∂Ec軸  
およぴBulacanの農場においてブタの死亡が増加したこと  
からフィリピン政J削こよる調査が開始され、ブタ繁殖・呼  
吸器障害症候群（RRRS）およびEbolaRestonウイルス感染  
が確言忍された。フィリピンのサルにおいては感染が確認さ  
れている。   

エボラ出血熱  ヘパリンカル  ヘパリンカルシウム  0IE Press Release  

23Dec2008  
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概要   

フィリピンにおいて少なくとも一人が検査でEbota－Restonウ  

イルス陽性‥Ebola－Restonウイルス感染は2008年に2ケ所のブ  

タ農場で発見され、これらの農場の労働者50人以上がウ  
イルスに曝露したが、検査陽性は1例のみで有、症状は出  
ていない。ブタからヒトヘの感染は今回が初めて。2009年  

感染症（PT）   

エボラ出血熱  

出典  

ProMEDmai1  

20090123．0293  

1月23日  ● 
フィリピン政府は2009年1月23日に感染7タと搾触したと  
思われる一人がエボラウイルス・レストン株（ERV）の抗体  

（IgG）検査で陽性となったことを伝えたが、1月30日にさら  

に4人がERV抗体検査陽性となったことを発表した。5人は  
健康状態もよく、いずれも感染ブタに直接接触したことで  
ウイルスに暴露された可能性がある。   

WHO／〔PR2009年2 月3日  

エボラ出血熱  

［羊頭妻細面‾  宿主細胞  

は、  
Amer柑an  

Type  
Culture  

Collect10∩  

（ATCC）か  

ら入手した、  

ヒト繊維肉  

腫由来細胞  
HT－1080で  

ある。  

イデュルス  

ルファーゼ  
（遺伝子組  

換え）  
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一■－－－－－－一－－一一－－－－一一－－－－－－－－－一一－－一－一一－－－－－－一一一一一一一－－－－－－－－－－－－－‾‾  

概要   

■■－一一－－－－－－－－－－－－－－一一一一一－一一一一－－－－一－－－－－－－－－－一－－－一－－－－－－－‾‾‾‾‾‾‾‾   

出典  含有区分   原産国   

米国、  

ニューー  
ランド  髄、結合組  肪細胞、骨  織、心臓及び 骨格筋）  

ティーカラム  
樹脂（大腸  
菌による遺  
伝子組換え  
たん白質）  

中国  ヒト尿  
ヒト絨毛性  
性腺刺激ホ  

ルモン  

ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン  

ウシ血清由  
来成分  ラガ丁レシザーゼアルファ（遺伝子組換 え）  

製造工程  米国  

トリプシン  テガ元シターゼ アルファ（遺伝子組換  

え）  

米国、カナ  

ダ又は中国  

米国   諜葡藤森‾叩  
ヒト線維肉  
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